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九

『
歌
行
露
雪
』（
内
閣
文
庫
蔵
）
一
冊
は
林
羅
山
の
手
稿
本
で
あ
り
、
彼
が
十
四

歳
の
時
に
英
甫
永
雄
に
「
長
恨
歌
」・「
琵
琶
行
」
の
講
義
を
受
け
て
作
成
し
た
注

解
書
で
あ
る
。
小
論
は
『
歌
行
露
雪
』
の
成
立
に
つ
い
て
探
究
し
、
羅
山
の
白
詩

受
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

一
、『
歌
行
露
雪
』
の
成
立
背
景
及
び
英
甫
永
雄
の
白
居
易
受
容

1
、『
歌
行
露
雪
』
の
成
立
背
景

『
歌
行
露
雪
』
の
「
長
恨
歌
」
と
「
琵
琶
行
」
の
間
に
は
、
師
の
英
甫
永
雄
が

撰
し
た
本
書
の
序
文
に
相
當
す
る
以
下
引
用
の
一
文
（
以
下
、「
永
雄
序
」
と
略
称
）

が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。

佗
力
門
下
之
家
有
少
年
、
其
名
謂
又
三
郎
。
去
歳
之
春
、
十
有
三
歳
、
而
入

吾
東
山
、
遊
於
大
統
庵
裏
、
先
于
孔
丘
之
治
学
者
二
歳
。
今
茲
冬
之
仲
、
又
君

袖
一
書
来
、
以
見
示
予
。
予
開
而
管
窺
之
、
長
恨
歌
之
露
抄
也
。
予
問
云
、
是

何
人
之
所
抄
乎
。
又
君
答
曰
、
去
秋
入
和
尚
之
講
席
、
自
聴
之
。
爾
来
本
于
此
、

以
書
之
出
矣
。
熟
視
者
、
如
于
回
明
皇
樂
盡
哀
来
之
起
本
・
玉
妃
生
前
沒
後
之

事
跡
・
祿
兒
反
相
・
方
士
幻
術
、
各
無
所
欠
。
加
之
文
字
反
切
之
例
・
義
意
深

密
之
理
、
悉
現
于
筆
端
鼓
舞
者
、
妙
中
得
妙
、
奇
外
呈
奇
者
也
。
而
今
君
之
所

抄
之
事
歴
等
、
皆
非
先
是
予
之
所
講
之
謬
説
。
寔
後
生
可
畏
者
、
其
斯
之
謂
乎
。

昔
堯
夫
十
四
歳
而
作
明
妃
引
、
與
今
又
君
十
四
歳
而
抄
玉
妃
傳
、
可
謂
異
曲
同

工
。
戲
賦
唐
律
一
篇
以
褒
焉
云
。

年
少
揮
毫
憐
馬
嵬

露
抄
雪
纂
最
奇
哉

羨
看
子
学
作
他
力

長
恨
吾
徒
無
此
才

文
禄
第
五
仲
冬
日　

前
南
禅
永
雄

（
佗
力
門
下
の
家
に
少
年
有
り
、
其
の
名
は
又
三
郎
と
謂
う
。
去
歳
の
春
、

十
有
三
歳
、
吾
が
東
山
に
入
り
、
大
統
庵
の
裏
に
遊
す
。
孔
丘
の
治
学
に
先
ず

る
こ
と
二
歳
。
今
茲
の
冬
の
仲
、
又
君
一
書
を
袖
し
て
来
た
り
、
以
て
予
に
示

さ
る
。
予
開
き
て
之
を
管
窺
す
る
に
、長
恨
歌
の
露
抄
な
り
。
予
問
い
て
云
く
、

是
れ
何
の
人
の
抄
す
る
所
や
と
。
又
君
答
え
て
曰
く
、
去
秋
和
尚
の
講
席
に
入

り
、
自
ら
之
を
聴
く
。
爾
来
此
に
本
づ
き
、
以
て
之
を
書
き
出
す
と
。
熟
視
す

れ
ば
、
明
皇
の
樂
盡
哀
来
の
起
本
・
玉
妃
の
生
前
沒
後
の
事
跡
・
祿
兒
の
反
相
・

林
羅
山
『
歌
行
露
雪
』
に
つ
い
て

富　
　
　
　
　

嘉　
　

吟



林
羅
山
『
歌
行
露
雪
』
に
つ
い
て

四
〇

方
士
の
幻
術
を
回
す
る
如
し
、
各
お
の
欠
く
所
無
し
。
し
か
の
み
な
ら
ず
、
文

字
反
切
の
例
・
義
意
深
密
の
理
、
悉
く
筆
端
に
現
れ
て
鼓
舞
す
る
者
、
妙
中
に

妙
を
得
、
奇
外
に
奇
を
呈
す
る
者
な
り
。
而
今
君
の
抄
す
る
所
の
事
歴
、
皆
是

よ
り
先
に
予
の
講
ず
る
所
の
謬
説
を
非
と
す
。
寔
に
後
生
畏
る
べ
き
者
と
は
、

其
れ
こ
の
謂
い
か
。
昔
堯
夫
十
四
歳
に
し
て
明
妃
引
を
作
り
、
今
又
君
十
四
歳

に
し
て
玉
妃
傳
を
抄
す
る
と
、
異
曲
同
工
と
謂
う
べ
し
。
戲
れ
に
唐
律
一
篇
を

賦
し
て
以
て
焉
を
褒
む
る
と
云
う
。

年
少
揮
毫
し
て
馬
嵬
を
憐
れ
み

露
抄
雪
纂
最
も
奇
な
る
か
な

羨
み
見
る
、
子
の
学
他
力
を
作
す
と

長
く
恨
む
、
吾
が
徒
此
の
才
無
き
を

文
禄
第
五
仲
冬
日　

前
南
禅
永
雄
）

と
見
え
る
。
こ
の
一
文
は
英
甫
永
雄
『
倒
痾
集（

1
）』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、

少
し
文
字
の
相
違
が
あ
る（

2
）。
筆
跡
か
ら
み
れ
ば
、
永
雄
序
は
羅
山
の
傳
録
で
は

な
く
、
永
雄
が
自
ら
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る（

3
）。
ま
た
、
林
鵞
峰
『
西
風
涙
露
』（
内

閣
文
庫
本
）
は
、『
歌
行
露
雪
』
の
撰
述
の
經
緯
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。歴

一
兩
年
、
聞
講
「
長
恨
歌
」「
琵
琶
行
」、
為
之
抄
解
、
號
『
歌
行
露
雪
』。

其
所
引
典
故
甚
詳
、
師
見
之
問
曰
、
何
處
求
書
、
考
其
典
故
哉
。
答
曰
、
師
之

藏
書
、
余
盡
見
了
。
師
異
之
、
自
是
每
考
事
必
聞
其
出
處
。

（
一
両
年
を
歴
て
、「
長
恨
歌
」「
琵
琶
行
」
を
講
す
る
を
聞
き
、
之
が
抄
解

を
為
し
、『
歌
行
露
雪
』
と
號
す
。
其
の
引
く
所
の
典
故
は
甚
だ
詳
し
く
、
師

は
之
を
見
て
問
い
て
曰
く
、
何
處
に
か
書
を
求
め
、
其
の
典
故
を
考
う
る
と
。

答
え
て
曰
く
、
師
の
藏
書
、
余
は
盡
く
見
了
わ
ん
ぬ
と
。
師
は
之
を
異
と
し
、

是
れ
よ
り
事
を
考
う
る
毎
に
、
必
ず
其
の
出
處
を
聞
く
。）

こ
こ
の
「
師
」
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
英
甫
永
雄
を
指
し
て
い
る
。

英
甫
永
雄
は
安
土
桃
山
時
代
の
禪
僧
で
あ
り
、
文
禄
三
年
（
１
５
９
４
）
南
禪

寺
の
公
帖
を
受
け
た
が
、
入
寺
し
て
お
ら
ず
、
年
二
回
の
ペ
ー
ス
で
建
仁
寺
の
再

住
を
繰
り
返
し
て
い
た（

4
）。
永
雄
序
に
よ
れ
ば
、
彼
が
「
長
恨
歌
」「
琵
琶
行
」
の

講
義
を
行
っ
た
の
は
、
文
禄
四
年
（
１
５
９
５
）
の
秋
以
降
、
建
仁
寺
に
移
住
し

た
後
で
あ
り（

5
）、『
歌
行
露
雪
』
の
序
を
記
し
た
の
は
「
文
禄
第
五
仲
冬
日
」
で
あ

る
。
従
っ
て
、
林
羅
山
『
歌
行
露
雪
』
の
作
成
は
、
概
ね
文
禄
四
年
の
後
半
か
ら

文
禄
五
年
（
１
５
９
６
）
の
慶
長
に
改
元
し
た
前
の
冬
ま
で
の
間
で
あ
る
。

永
雄
序
に
よ
れ
ば
、
彼
は
羅
山
が
自
分
の
講
義
に
参
加
し
た
こ
と
や
、
歌
行
の

注
釋
を
作
っ
た
こ
と
に
あ
ま
り
注
意
を
拂
わ
な
か
っ
た
（「
予
問
云
、
是
何
人
之

所
抄
乎
」）。
し
か
し
、
羅
山
が
『
歌
行
露
雪
』
に
引
用
し
た
故
事
や
典
據
は
、
彼

の
講
義
を
越
え
た
内
容
、
な
い
し
誤
り
を
修
訂
し
た
内
容
も
た
く
さ
ん
存
在
し
て

い
る
（「
皆
非
先
是
予
之
所
講
之
謬
説
」）。
永
雄
の
稱
贊
は
幼
少
期
の
羅
山
の
学

業
を
勸

す
る
た
め
に
、
多
少
の
溢
譽
の
嫌
い
が
あ
る
が
、『
歌
行
露
雪
』
の
作

成
に
つ
い
て
は
、
羅
山
が
英
甫
永
雄
の
助
手
に
過
ぎ
な
い
と
言
う
よ
り（

6
）、
彼
が

永
雄
の
講
義
を
受
け
た
上
、
一
部
の
新
た
な
注
釋
を
加
え
た
と
言
っ
た
ほ
う
が
よ

り
妥
當
で
あ
ろ
う
。

英
甫
永
雄
の
「
唐
律
一
篇
」
に
い
う
「
露
抄
雪
纂
」
の
一
語
は
宋
の
葉
適
『
水

心
集
』
巻
二
五
「
宋
廄
父
墓
誌
銘
」
に
見
ら
れ（

7
）、
宋
以
来
の
熟
語
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。『
歌
行
露
雪
』の
外
題
に
は「
歌
行
露
雪
」四
字
が
書
か
れ
て
い
る
が
、

冒
頭
部
に
は
書
名
が
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
、
羅
山
が
書
写
し
た
當
時
、
ま
だ
名
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四
一

付
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
永
雄
序
に
あ
る
「
露
抄
雪
纂
」
の
語
か
ら
取
っ
て
始
め
て

名
付
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

2
、
英
甫
永
雄
の
白
居
易
受
容

英
甫
永
雄
は
五
山
文
學
の
中
で
狂
歌
作
者
と
し
て
名
高
い
が
、
狂
歌
に
と
ど
ま

ら
ず
、
彼
は
「
中
院
通
勝
の
主
催
す
る
中
院
月
次
会
に
た
び
た
び
出
席
し
て
、
當

座
の
和
歌
題
で
漢
詩
を
作
る
な
ど
、
和
文
學
と
の
交
渉
も
深
か
っ
た（

8
）」
と
い
う
。

建
仁
寺
兩
足
院
所
蔵
の
『
倒
痾
集
』
は
永
雄
の
漢
詩
文
集
で
あ
り
、
彼
が
高
度
な

漢
詩
文
制
作
の
能
力
を
有
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
前
述
の
永
雄
序
を
除
き
、

『
倒
痾
集
』
に
お
い
て
『
白
氏
文
集
』
中
の
表
現
を
用
い
た
作
品
や
白
居
易
の
事

跡
に
關
連
す
る
作
品
を
次
に
抄
出
し
て
見
よ
う
。

① 

芙
蓉
滴
露
始
開
時
、
赫
々
陽
烏
出
海
來
。
花
影
涵
紅
似
紅
日
、
液
池
疑
是

變
咸
池
。（「
初
日
芙
蓉
」）

（『
白
氏
文
集
』
巻
一
二
「
長
恨
歌
」（
０
５
９
６
）、「
歸
來
池
苑
皆
依
舊
、

太
液
芙
蓉
未
央
柳
。」）

②
紅
粧
解
語
掖
池
上
、
似
待
春
寒
賜
浴
時
。（「
臘
底
荷
花
」）

（『
白
氏
文
集
』
巻
一
二
「
長
恨
歌
」（
０
５
９
６
）、「
春
寒
賜
浴
華
清
池
、

温
泉
水
滑
洗
凝
脂
。」）

③
楓
葉
荻
花
落
盡
時
、
庭
前
菊
有
折
殘
枝
。（「
殘
菊
」）

（『
白
氏
文
集
』
巻
一
二
「
琵
琶
引
」（
０
６
０
３
）、「
潯
陽
江
頭
夜
送
客
、

楓
葉
荻
花
秋
索
索
。」）

④
熒
熒
淡
照
似
霜
月
、
空
屋
梁
間
燕
子
樓
。（「
螢
入
燕
巢
」）

（『
白
氏
文
集
』
巻
一
五
「
燕
子
樓
三
首
及
序
」（
０
８
５
９
―
０
８
６
２
）。）

⑤
可
憐
山
鹿
来
遊
彀
、
石
火
光
中
寄
汝
身
。

（『
白
氏
文
集
』
巻
五
六
「
対
酒
五
首
」
そ
の
二
（
２
６
７
７
）、「
蝸
牛
角

上
爭
何
事
、
石
火
光
中
寄
此
身
。」）

⑥
夢
亦
潯
陽
江
上
客
、
葉
色
夜
送
荻
州
秋
。（「
荻
聲
驚
夢
」）

（『
白
氏
文
集
』
巻
一
二
「
琵
琶
引
」（
０
６
０
３
）、「
潯
陽
江
頭
夜
送
客
、

楓
葉
荻
花
秋
索
索
。」）

⑦
幽
咽
暗
泉
盈
耳
清
、
終
宵
入
枕
嬾
涼
生
。（「
泉
聲
來
枕
」）

（『
白
氏
文
集
』
巻
一
二
「
琵
琶
引
」（
０
６
０
３
）、「
間
關
鶯
語
花
底
滑
、

幽
咽
泉
流
冰
下
難
。」）

⑧
潯
陽
旅
客
夢
應
懶
、
瑟
瑟

葉
初
戰（

9
）。（「
荻
風
」）

（『
白
氏
文
集
』
巻
一
二
「
琵
琶
引
」（
０
６
０
３
）、「
潯
陽
江
頭
夜
送
客
、

楓
葉
荻
花
秋
索
索
。」）

⑨
不
向
潯
陽
江
上
生
、
和
涓
涓
澗
水
流
鳴
。

（『
白
氏
文
集
』
巻
一
二
「
琵
琶
引
」（
０
６
０
３
）、「
潯
陽
江
頭
夜
送
客
、

楓
葉
荻
花
秋
索
索
。」）

⑩
知
是
天
公
共
吾
惜
、
秋
来
只
為
一
輪
長
。（「
月
斜
天
未
明
」）

（『
白
氏
文
集
』
巻
一
五
「
燕
子
樓
三
首
並
序
」
そ
の
一
（
０
８
６
０
）、「
燕

子
樓
中
霜
月
夜
、
秋
来
只
為
一
人
長
。」
ま
た
、
巻
一
四
「
涼
夜
有
懐
」

（
０
７
５
１
）、「
燈
盡
夢
初
罷
、
月
斜
天
未
明
。」）

⑪
月
照
青
苔
地
（
句
題
）

（『
白
氏
文
集
』
巻
一
四
「
秋
思
」（
０
７
５
２
）、「
鳥
棲
紅
葉
樹
、
月
照

青
苔
地
。」）

⑫
杜
鵑
聲
似
哭
（
句
題
）
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（『
白
氏
文
集
』
巻
一
一
「
江
上
送
客
」（
０
５
４
０
）、「
杜
鵑
声
似
哭
、

湘
竹
斑
如
血
。」）

⑬
楽
天
四
十
六
新
正
、
嗜
酒
賦
詩
慰
老
生
。
令
我
同
中
還
有
異
、
未
曾
一
臥

醉
江
城
。（
試
觚
、
我
今
四
十
六
、
衰
酔
臥
江
城
。
樂
天
。）

（『
白
氏
文
集
』
巻
七
「
題
舊
冩
真
圖
」（
０
３
２
５
）、「
我
今
四
十
六
、

衰

臥
江
城
。」
た
だ
し
、『
倒
痾
集
』
は
「

」
を
「
酔
」
に
作
る
。）

⑭
一
叢
風
戰
小
庭
側
、
移
得
潯
陽
索
索
秋
。（「
幽
居
荻
」）

（『
白
氏
文
集
』
巻
一
二
「
琵
琶
引
」（
０
６
０
３
）、「
潯
陽
江
頭
夜
送
客
、

楓
葉
荻
花
秋
索
索
。」）

⑮
被
單
殘
臘
夜
寒
天
、
挑
盡
孤
燈
何
肯
眠
。（「
夜
寒
無
夢
」）

（『
白
氏
文
集
』
巻
一
二
「
長
恨
歌
」（
０
５
９
６
）、「
夕
殿
螢
飛
思
悄
然
、

孤
燈
挑
盡
未
成
眠
。」）

⑯
島
郊
韓
柳
冠
詩
人
、
後
至
元
和
變
體
新
。（
又
代
廣
上
司
）

（『
白
氏
文
集
』
巻
五
三
「
余
思
未
盡
加
為
六
韻
重
寄
微
之
」（
２
３
１
９
）、

「
制
從
長
慶
辞
高
古
、
詩
到
元
和
體
變
新
。」）

⑰
彼
美
西
方
菊
光
佛
、
彩
雲
易
散
十
三
餘
。（
杭
州
蘇
小
十
三
テ
死
タ
ソ
彩

雲
易
散
瑠
璃
脆
妍
如
蘇
小
十
三
余
ト
ア
ル
ト
也
又
奏
舞
陽
十
三
テ
死
タ
ト
ソ
）

（「
木

菊
圃
十
三
」）

（『
白
氏
文
集
』
巻
一
二
「
簡
簡
吟
」（
０
６
０
４
）、「
大
都
好
物
不
堅
牢
、

彩
雲
易
散
琉
璃
脆
。」）

⑱
「
追
悼
月
秀
正
貞
信
女
助
宗
賢
哀
」、
聞
説
別
離
傷
暮
齢
、
涙
兼
霖
雨
共

難
停
。
孤
燈
挑
盡
焦
思
處
、
定
似
明
星
夕
殿
螢
。

（『
白
氏
文
集
』
巻
一
二
「
長
恨
歌
」（
０
５
９
６
）、「
夕
殿
螢
飛
思
悄
然
、

孤
燈
挑
盡
未
成
眠
。」）

上
記
の
例
に
よ
れ
ば
、
英
甫
永
雄
は
白
居
易
及
び
『
白
氏
文
集
』
を
よ
く
心
得
て

お
り
、
白
詩
の
表
現
を
学
ん
だ
り
、
白
詩
を
句
題
と
し
た
り
す
る
こ
と
が
よ
く
見

ら
れ
る
。
ま
た
、
白
詩
を
評
價
し
た
或
い
は
白
詩
に
取
材
し
た
例
も
次
の
よ
う
に

見
ら
れ
る
。

⑲
桃
花
軽
薄
李
花
俗
、
春
季
風
光
元
白
詩
。（「
晚
唐
詩
如
晚
春
景
」）

⑳
「
値
修
月
妙
善
大
姐
小
斂
幾
書
卒
都
婆
」、
修
善
奉
行
還
会
座
、
鳥
窠
答

處
是
諸
訛
。

（
白
居
易
の
鳥
窠
問
答
に
取
材
す
る
。）

五
山
文
學
に
お
け
る
白
居
易
の
受
容
に
つ
い
て
は
、「
李
杜
坡
谷
に
く
ら
べ
て
、

禪
林
の
關
心
の
圏
外
に
去
り
つ
つ
あ
っ
た
」
と
芳
賀
幸
四
郎
氏
が
結
論
す
る
が（
10
）、

平
安
時
代
以
来
、
日
本
の
文
人
に
深
く
馴
染
ま
れ
た
白
氏
詩
文
は
、
五
山
僧
侶
の

創
作
に
影
響
を
與
え
な
い
は
ず
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。
特
に
「
鳥
窠
道
林
と
の
問

答
は
五
山
の
好
箇
の
詩
材
」
で
あ
り
、
よ
く
彼
ら
の
禪
詩
に
採
り
上
げ
ら
れ
た（
11
）。

永
雄
の
「
値
修
月
妙
善
大
姐
小
斂
幾
書
卒
都
婆
」
は
、
鳥
窠
問
答
に
取
材
し
た
一

例
で
あ
る
。

修
善
奉
行
還
會
座
、
鳥
窠
答
處
是
諸
訛
。
今
辰
若
致
這
般
問
、
只
對
化
言
在

月
波
。

と
見
え
る
。
鳥
窠
の
答
え
が
五
山
僧
に
称
贊
さ
れ
た
こ
と
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、

永
雄
が
そ
れ
を
「
是
諸
訛
」
と
批
判
し
、
追
悼
詩
の
主
題
に
應
じ
て
、
白
居
易
と

鳥
窠
道
林
と
の
問
答
を
活
用
し
て
人
生
の
儚
さ
を
慨
嘆
し
た
。

平
安
朝
以
来
、
日
本
文
学
に
深
い
影
響
を
與
え
て
き
た
「
長
恨
歌
」・「
琵
琶
行
」

に
も
、
永
雄
は
よ
く
親
し
ん
で
い
た
。「
追
悼
月
秀
正
貞
信
女
助
宗
賢
哀
」
を
一



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋
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四
三

例
と
し
て
舉
げ
て
み
る
。

聞
説
別
離
傷
暮
齢
、
涙
兼
霖
雨
共
難
停
。
孤
燈
挑
盡
焦
思
處
、
定
似
明
星
夕

殿
螢
。

と
見
え
る
。
三
四
句
は
、
明
ら
か
に
「
長
恨
歌
」
の
「
夕
殿
螢
飛
思
悄
然
、
孤
燈

挑
盡
未
成
眠
」
を
摂
取
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
前
句
の
「
霖
雨
」
の
詩
語
は
「
長

恨
歌
」
に
は
見
当
た
ら
な
い
。『
楊
太
真
外
傳
』
に
、

又
至
斜
谷
口
、
属
霖
雨
涉
旬
、
于
桟
道
雨
中
聞
鈴
声
隔
山
相
應
。
上
既
悼
念

貴
妃
、
因
采
其
声
為
「
雨
霖
鈴
」
曲
、
以
寄
恨
焉
。

と
あ
る
。
永
雄
の
「
涙
兼
霖
雨
共
難
停
」
句
は
『
楊
太
真
外
傳
』
を
摂
取
し
た
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
は
永
雄
が
「
長
恨
歌
」
の
表
現
を
襲
用
し
た
時
、
そ
の
本
文
に
と

ど
ま
ら
ず
、
関
連
す
る
典
據
も
注
意
し
て
い
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。「
五
山
文

學
で
は
『
史
記
』『
漢
書
』
や
杜
詩
・
蘇
詩
な
ど
、
多
く
の
抄
物
が
著
さ
れ
た
が
、

白
詩
抄
は
残
念
な
が
ら
管
見
に
入
ら
な
い
」
と
蔭
木
英
雄
氏
が
述
べ
る
が
、
英
甫

永
雄
が
講
義
し
た
「
長
恨
歌
」「
琵
琶
行
」
が
、
羅
山
を
啓
發
し
て
『
歌
行
露
雪
』

に
な
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
不
足
を
少
し
補
う
と
言
え
よ
う
。
羅
山
『
歌
行
露
雪
』

の
「
夜
雨
聞
鈴
斷
腸
聲
」
句
の
注
記
に
も
、『
楊
妃
外
傳
』
の
同
じ
段
落
を
引
用

し
て
お
り
、
永
雄
の
講
義
の
内
容
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。

二
、  

清
原
宣
賢
抄
「
長
恨
歌
・
琵
琶
行
抄
」
と
『
歌
行
露
雪
』

と
の
關
連

清
原
宣
賢
が
書
冩
し
た
「
長
恨
歌
並
琵
琶
行
」（
以
下
、「
宣
賢
抄
」
と
略
称
）

が
多
く
現
存
し
て
お
り（
12
）、
京
都
大
學
付
屬
圖
書
館
清
家
文
庫
が
所
蔵
す
る
「
長

恨
歌
・
琵
琶
行
抄
」（
以
下
、
京
大
本（
13
）と
略
称
）
は
そ
の
「
源
流
に
位
置
す
る
本（
14
）」

で
あ
り
、「
江
戸
期
以
降
の
「
長
恨
歌
・
琵
琶
行
」
注
釈
に
お
い
て
、
多
大
な
影

響
を
與
え
た（
15
）」
も
の
で
あ
る
と
安
野
博
之
氏
が
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、「
宣
賢
抄
」

以
降
に
成
立
し
た
『
歌
行
露
雪
』
は
、「（
京
大
本
）
の
注
釋
と
共
通
す
る
部
分
が

多
く
見
ら
れ
る
」
と
安
野
氏
が
指
摘
す
る（
16
）。「
宣
賢
抄
」
と
い
え
ば
、
坂
本
龍
門

文
庫
に
は
も
う
一
本
（
以
下
、
龍
門
本（
17
）と
略
称
）
が
あ
り
、
同
様
に
『
歌
行
露
雪
』

と
關
連
す
る
内
容
が
存
在
し
て
い
る
。「
歌
行
露
雪
・
長
恨
歌
」
の
冒
頭
部
に
は
、

①
詩
人
玉
屑
巻
第
一
、
守
法
度
曰
詩
、
載
始
末
曰
引
、
體
如
行
書
曰
行
、
放

情
曰
歌
、
兼
之
曰
歌
行
、
悲
如
蛩
螀
曰
吟
、
通
俚
俗
曰
謳
、
委
曲
盡
情
曰
曲
。

と
あ
り
、
龍
門
本
「
宣
賢
抄
」
の
「
長
恨
歌
」
の
末
尾
に
も
、『
詩
人
玉
屑
』
の

同
じ
部
分
を
引
用
し
て
い
る
。
ま
た
、『
歌
行
露
雪
』
の
「
琵
琶
行
」
の
初
め
に
は
、

②
白
居
易
、
字
樂
天
、
号
香
山
居
士
。
見
長
恨
歌
抄
。

と
あ
り
、
龍
門
本
「
宣
賢
抄
」
の
「
琵
琶
引
」
の
餘
白
に
は
、
白
居
易
の
字
號
や

生
涯
に
關
す
る
内
容
が
あ
る
。
ま
た
、『
歌
行
露
雪
』
の
「
琵
琶
行
」
の
同
じ
箇

所
に
は
、

③
引
行
事
、
見
長
恨
歌
抄
。
抑
揚
頓
挫
、
流
離

鬱
之
態
者
、
此
比
巴
行
文

章
之
體
也
。
是
則
古
文
真
宝
注
者
之
詞
也
。

と
あ
る
。
京
大
本
「
宣
賢
抄
」
の
同
じ
部
分
に
は
、「
具
抑
揚
頓
挫
、
流
離

鬱

之
態
、
雖
千
載
之
下
、
宛
然
琵
琶
哀
愁
之
聲
也
」
と
注
す
る
。
羅
山
が
宣
賢
抄
を

機
械
的
に
写
し
た
の
で
は
な
く
、
清
原
宣
賢
が
利
用
し
た
資
料
の
来
源
を
明
ら
か

に
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。

ま
た
、『
歌
行
露
雪
』
の
「
琵
琶
行
」
の
「
杜
鵑
啼
血
猿
哀
鳴
」
句
に
は
、

④
文
選
廿
六
、
謝
靈
運
入
彭
蠡
湖
詩
、
乘
月
聽
哀
猿
、
浥
露
馥
芳
葉
。
哀
猿
、

見
長
恨
抄
。



林
羅
山
『
歌
行
露
雪
』
に
つ
い
て

四
四

と
見
え
る
。
京
大
本
「
宣
賢
抄
」
の
「
琵
琶
行
」
の
同
じ
句
に
は
、「
謝
靈
運
哀

猿
啼
月
」
と
注
す
る
。
こ
こ
の
「
長
恨
抄
」
は
、「
長
恨
歌
」「
琵
琶
行
」
二
首
の

抄
の
併
稱
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
羅
山
が
宣
賢
抄
か
ら
「
哀
猿
」
の
典
據
を
提

示
し
、『
文
選
』
か
ら
原
詩
の
詩
題
及
び
該
当
部
分
を
注
記
し
た
と
推
測
で
き
る
。

た
だ
し
、『
歌
行
露
雪
』
の
「
琵
琶
行
」
の
「
十
三
学
得
琵
琶
成
」
句
に
は
、

⑤
十
八
史
略
五
、
開
元
二
年
、
置
左
右
教
坊
。
見
長
恨
歌
抄
。

と
あ
る
が
、
京
大
本
や
龍
門
本
「
宣
賢
抄
」
と
も
に
見
當
た
ら
な
い
。「
宣
賢
抄
」

の
諸
本
が
多
く
存
在
し
て
い
る
事
實
を
考
え
れ
ば
、
羅
山
が
使
っ
た
の
は
京
大
本

や
龍
門
本
に
類
似
し
て
い
る
が
、
少
し
異
同
の
あ
る
一
本
で
あ
ろ
う
。

建
仁
寺
兩
足
院
の
林
氏
は
「
代
々
清
原
家
の
門
人
で
清
原
宣
賢
の
經
書
詩
集
の

抄
物
を
多
く
傳
承
し
て
い
た（
18
）」。
英
甫
永
雄
が
建
仁
寺
の
關
係
を
通
じ
て
林
氏
の

所
蔵
本
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
永
雄
自
身
が
「
母
方

を
通
じ
て
姻
戚
關
係
」
を
有
し
た
清
原
家
と
よ
く
交
際
し
て
お
り
、「
二
十
歳
代

前
半
の
頃
」
か
ら
清
原
宣
賢
の
息
子
の
喜
賢
と
知
り
合
っ
た（
19
）。
天
文
十
六
年

（
１
５
４
７
）
に
生
ま
れ
た
永
雄
が
清
原
宣
賢
に
直
接
師
事
す
る
こ
と
が
不
可
能

だ
が
、
清
原
家
に
傳
存
さ
れ
て
い
た
白
氏
歌
行
の
抄
物
を
閲
覧
し
た
こ
と
は
あ
り

得
る
。
從
っ
て
、「
長
恨
歌
」「
琵
琶
行
」
を
講
義
し
た
際
に
、
宣
賢
抄
本
や
そ
の

傳
抄
本
を
參
照
し
た
こ
と
も
自
然
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
彼
の
講
義
を
仲
介
と
し
て
、
林
羅
山
が
作
っ
た
『
歌
行
露
雪
』
の
本

文
及
び
注
記
は
、
清
原
宣
賢
の
「
長
恨
歌
・
琵
琶
行
抄
」
と
あ
る
程
度
の
繋
が
り

を
有
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
以
下
に
は
、
京
大
本
・
龍
門
本
を
例
と

し
て
、
清
原
宣
賢
抄
「
長
恨
歌
・
琵
琶
行
」
と
『
歌
行
露
雪
』
と
の
關
係
を
詳
し

く
論
じ
て
み
た
い
。

1
、
兩
書
の
本
文
状
況

「
長
恨
歌
」（
０
５
９
６
）・「
琵
琶
行
」（
０
６
０
３
）
二
首
は
古
く
か
ら
日
本

の
文
人
に
親
し
ま
れ
、『
白
氏
文
集
』
及
び
選
本
の
『
古
文
真
寶
』
な
ど
以
外
、『
歌

行
詩
』（『
長
恨
歌
伝
・
長
恨
歌
・
琵
琶
行
・
邪
馬
臺
』）
の
單
行
本
も
編
ま
れ
て

盛
行
し
た（
20
）。

京
大
本
は
『
白
氏
文
集
』
や
單
行
本
に
よ
ら
ず
、『
古
文
真
寶
前
集
』
巻
八
・

九
に
よ
っ
て
兩
作
を
傳
冩
し
て
い
る
。
そ
れ
に
對
し
、
龍
門
本
は
「
古
文
真
宝
の

影
響
を
受
け
ぬ
な
ど
、
本
邦
所
傳
の
古
い
書
き
本
で
あ
る
」
と
川
瀬
一
馬
氏
が
論

じ
て
い
る（
21
）。
さ
ら
に
、川
瀬
氏
が
京
大
本
「
宣
賢
抄
」
に
つ
い
て
疑
い
を
抱
き
、「
む

し
ろ
宣
賢
以
前
に
禪
僧
の
講
述
し
た
も
の
を
、
宣
賢
が
講
義
の
參
考
用
に
手
冩
し

た
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
」
と
述
べ
て
い
る（
22
）。
そ
れ
に
對
し
、
國
田
百
合

子
氏
が
「
こ
れ
は
、
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け
て
教
科
書
や
參
考
書
と
し

て
大
い
に
流
行
し
た
『
古
文
真
寶
集
』
の
本
文
を
採
用
し
た
た
め
」
と
論
じ
て

い
る（
23
）。
さ
ら
に
、
近
藤
春
雄
氏
が
「（
京
大
本
）
が
『
古
文
真
寶
』
愛
讀
の
風
潮

を
反
映
し
た
も
の
」
で
あ
り
、「
當
時
、『
古
文
真
寶
』
の
叢
林
の
間
に
流
行
し
た

の
と
關
連
」
し
、「
讀
者
の
轉
變
と
そ
の
普
及
を
意
味
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
」

と
述
べ
て
い
る（
24
）。

次
に
舉
げ
る
表
一
に
よ
れ
ば
、
龍
門
本
に
は
舊
抄
本
『
白
氏
文
集
』
の
代
表
た

る
金
澤
本
と
類
似
す
る
所
が
よ
く
見
ら
れ
る
が
、「
回
頭
一
笑
百
媚
生
」
や
「
排

風
馭
氣
奔
如
電
」・「
九
華
帳
裏
夢
魂
驚
」
な
ど
の
よ
う
に
、
金
澤
本
と
異
な
っ
て

お
り
、
京
大
本
や
『
歌
行
露
雪
』・『
古
文
真
寶
』
と
一
致
す
る
所
も
相
當
存
在
し

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
龍
門
本
は
舊
抄
本
系
統
と
看
做
さ
れ
る
が
、
京
大
本

と
同
じ
く
刊
本
系
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
京
大
本
は
單
に
禪
僧
の
講
述
し
た
も
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の
を
手
冩
し
た
本
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
小
論
は
川
瀬
一
馬
氏
の

説
を
採
ら
ず
、
國
田
百
合
子
・
近
藤
春
雄
兩
氏
の
結
論
を
是
と
す
る
。

『
歌
行
露
雪
』
の
「
長
恨
歌
」
の
篇
目
に
は
「
古
文
真
寶
前
集
第
八
巻
載
之
」

と
注
記
さ
れ
て
お
り
、「
琵
琶
行
」
に
は
「
古
文
真
寶
前
集
九
巻
有
之
」
と
注
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、羅
山
が
『
歌
行
露
雪
』
の
作
成
に
採
用
し
た
「
長

恨
歌
」「
琵
琶
行
」
は
、
京
大
本
と
同
じ
よ
う
に
『
古
文
真
寶
前
集
』
に
よ
っ
て

い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
れ
は
禪
林
の
風
潮
、
特
に
英
甫
永
雄
に
影
響
さ
れ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
下
に
あ
げ
た
表
一
に
よ
れ
ば
、『
歌
行
露
雪
』
の
本

文
は
『
古
文
真
寶
』
及
び
京
大
本
・
龍
門
本
「
宣
賢
抄
」
と
概
ね
一
致
し
て
い
る

が
、
異
な
る
箇
所
も
見
え
る
。
そ
れ
は
羅
山
が
「
長
恨
歌
」「
琵
琶
行
」
を
抄
冩

し
た
際
に
、
他
本
に
よ
っ
て
改
變
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

表
一　
「
長
恨
歌
」「
琵
琶
行
」
異
文
表

＊
本
表
は
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
那
波
本
『
白
氏
文
集
』
の
本
文
を
採
り
、『
歌
行
露
雪
』
及
び
異
文
注
・
大
英
圖
書
館
所
藏
南
北
朝
刊
本
『
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文

真
寶
前
集（
25
）』・
京
大
本
「
宣
賢
抄
」・
龍
門
本
「
宣
賢
抄
」・『
和
刻
本
漢
詩
集
成
』
本
『
歌
行
詩
』・
金
澤
本
『
白
氏
文
集
』
所
収
の
「
長
恨
歌
」「
琵
琶
行
」
を
用
い
て
校

勘
し
た
異
文
表
で
あ
る
。

那
波
本

『
歌
行
露
雪
』・
注
記

『
古
文
真
寶
』

「
宣
賢
抄
」・
注
記

『
歌
行
詩
』

金
澤
本

長
恨
歌

御
宇
多
年
求
不
得

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
寓
○
○
○
○
○

養
在
深
閨
人
未
識

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
窓
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
窓
○
○
○

回
眸
一
笑
百
媚
生

○
頭
○
○
○
○
○

　

頭
字
、
文
集
作
眸
。

○
頭
○
○
○
○
○

京
大
本

○
頭
○
○
○
○
○

　

一
作
眸
。

龍
門
本

○
頭
○
○
○
○
○

○
頭
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○



林
羅
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『
歌
行
露
雪
』
に
つ
い
て

四
六

那
波
本

『
歌
行
露
雪
』・
注
記

『
古
文
真
寶
』

「
宣
賢
抄
」・
注
記

『
歌
行
詩
』

金
澤
本

始
是
新
承
恩
澤
時

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
思
○
○

○
○
○
○
○
○
○

玉
樓
宴
罷
醉
和
春

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

京
大
本

○
○
○
○
○
如
○

　

如
、
和
亻
。

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

緩
歌
縵
舞
凝
絲
竹

〇
〇
慢
〇
〇
〇
〇

　

慢
字
、
文
集
縵
。

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

京
大
本

○
○
慢
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
慢
○
○
○
○

○
○
慢
○
○
○
○

○
○
慢
○
○
○
○

漁
陽
鼙
鼓
動
地
來

〇
〇

〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

翠
華
搖
搖
行
復
止

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
花
○
○
○
○
○

宛
轉
娥
眉
馬
前
死

〇
〇
蛾
〇
〇
〇
〇

〇
〇
蛾
〇
〇
〇
〇

京
大
本

○
○
蛾
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
蛾
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

君
王
掩
面
救
不
得

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
眼
○
○
○
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七

那
波
本

『
歌
行
露
雪
』・
注
記

『
古
文
真
寶
』

「
宣
賢
抄
」・
注
記

『
歌
行
詩
』

金
澤
本

迴
看
血
淚
相
和
流

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
○

○
首
○
○
○
○
○

○
○
淚
血
○
○
○

雲
棧
縈
紆
登
劍
閣

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
迴
○
○
○

峨
嵋
山
下
少
人
行

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

蛾
○
○
○
○
行
人

夜
雨
聞
鈴
腸
断
聲

○
○
○
○
○
○
○

鈴
、
或
作
猿
。

○
○
○
○
○
○
○

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
鈴
／
猿
○
○
○

○
○
○
猿
○
○
○

天
旋
地
轉
迴
龍
馭

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
日
○
○
○
○

芙
蓉
如
面
柳
如
眉

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

對
此
如
何
不
淚
垂

對
此
如
何
不
淚
垂

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

芙
蓉
如
面
柳
如
眉
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露
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那
波
本

『
歌
行
露
雪
』・
注
記

『
古
文
真
寶
』

「
宣
賢
抄
」・
注
記

『
歌
行
詩
』

金
澤
本

春
風
桃
李
花
開
夜

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
日

○
○
○
○
○
○
日
／
夜

○
○
○
○
○
○
日

秋
雨
梧
桐
葉
落
時

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
○

○
雨
／
露
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

西
宮
南
苑
多
秋
草

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
內
○
○
○

宮
葉
満
階
紅
不
掃

◯
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

龍
門
本

落
○
○
○
○
○
○

落
／
宮
○
○
○
○
○
○

○
（
落（
26
））
○
○
○
○
○
○

椒
房
阿
監
青
娥
老

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
蛾
○

孤
燈
挑
盡
未
成
眠

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

龍
門
本

秋
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
能
○

秋
○
○
○
○
○
○

遲
遲
鐘
鼓
初
長
夜

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

　

鼓
、
漏
亻
。

龍
門
本

○
○
○
漏
○
○
○

○
○
○
漏
○
○
○

○
○
○
漏
○
○
○
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九

那
波
本

『
歌
行
露
雪
』・
注
記

『
古
文
真
寶
』

「
宣
賢
抄
」・
注
記

『
歌
行
詩
』

金
澤
本

鴛
鴦
瓦
冷
霜
華
重

〇
〇
〇
〇
〇
花
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
花
○

翡
翠
衾
寒
誰
與
共

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

　

翡
翠
衾
寒
、
舊
枕
故
衾

亻
。

龍
門
本

舊
枕
故
衾
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

舊
枕
故
衾
○
○
○

臨
邛
道
士
鴻
都
客

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
方
○
○
○
○

能
以
精
誠
致
魂
魄

〇
〇
〇
神
〇
〇
〇

〇
〇
〇
神
〇
〇
〇

京
大
本

○
○
○
神
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
神
○
○
○

○
○
○
神
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

排
空
馭
氣
奔
如
電

○
風
○
○
○
○
○

　

風
、
文
集
作
空
。

○
風
○
○
○
○
○

京
大
本

○
風
○
○
○
○
○

龍
門
本

○
風
○
○
○
○
○

○
風
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

山
在
虛
無
縹
緲
間

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
眇
○



林
羅
山
『
歌
行
露
雪
』
に
つ
い
て

五
〇

那
波
本

『
歌
行
露
雪
』・
注
記

『
古
文
真
寶
』

「
宣
賢
抄
」・
注
記

『
歌
行
詩
』

金
澤
本

樓
閣
玲
瓏
五
雲
起

○
殿
○
○
○
○
○

○
殿
○
○
○
○
○

京
大
本

○
殿
○
○
○
○
○

龍
門
本

○
殿
○
○
○
○
○

○
殿
○
○
○
○
○

○
殿
○
○
○
○
○

其
中
綽
約
多
仙
子

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
上
○
○
○
○
○

中
有
一
人
字
玉
真

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
名
○
妃

九
華
帳
裏
夢
中
驚

○
○
○
○
○
魂
○

　

魂
、
文
集
作
中
。

○
○
○
○
○
魂
○

京
大
本

○
○
○
○
○
魂
○

龍
門
本

○
花
○
○
○
魂
○

○
○
○
○
○
魂
○

○
花
○
○
○
○
○

雲
鬢
半
垂
新
睡
覺

○
○
○
偏
○
○
○

　

偏
、
文
集
作
垂
。

○
○
○
偏
○
○
○

京
大
本

○
○
○
偏
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
偏
○
○
○

○
○
○
偏
○
○
○

○
○
○
偏
○
○
○

風
吹
仙
袂
飄
飖
舉

〇
〇
〇
〇
〇
飄
〇

〇
〇
〇
〇
〇
飄
〇

京
大
本

○
○
○
○
○
飄
○

龍
門
本

○
○
○
○
○
飄
○

○
○
○
○
○
飄
○

○
○
○
○
○
○
○

玉
容
寂
寞
淚

干

〇
〇
〇
〇
〇
欄
〇

〇
〇
〇
〇
〇
欄
〇

京
大
本

○
○
○
○
○
欄
○

龍
門
本

○
○
○
○
○
闌
○

○
○
○
○
○
欄
〇

○
○
○
○
○
闌
○



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
一
號

五
一

那
波
本

『
歌
行
露
雪
』・
注
記

『
古
文
真
寶
』

「
宣
賢
抄
」・
注
記

『
歌
行
詩
』

金
澤
本

含
情
凝
睇
謝
君
王

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
○

〇
〇
〇
眸
〇
〇
〇

○
○
○
○
○
○
○

一
別
音
容
兩
眇
茫

〇
〇
〇
〇
〇
渺
〇

〇
〇
〇
〇
〇
渺
〇

京
大
本

○
○
○
○
○
渺
○

龍
門
本

○
○
○
○
○
渺
○

〇
〇
〇
〇
〇
渺
〇

○
○
○
○
○
○
○

昭
陽
殿
里
恩
愛
絕

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
○

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

○
○
○
○
○
○
歇

回
頭
下
望
人
寰
處

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
○

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

○
○
○
視
○
○
○

唯
將
舊
物
表
深
情

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
○

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

空
持
○
○
○
○
○

釵
留
一
股
合
一
扇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
○

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

○
○
○
鈷
○
○
○

釵
擘
黃
金
合
分
鈿

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
○

〇
劈
〇
〇
〇
〇
〇

○
○
○
○
○
○
○



林
羅
山
『
歌
行
露
雪
』
に
つ
い
て

五
二

那
波
本

『
歌
行
露
雪
』・
注
記

『
古
文
真
寶
』

「
宣
賢
抄
」・
注
記

『
歌
行
詩
』

金
澤
本

但
令
心
似
金
鈿
堅

○
◯
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
○

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

○
教
○
○
○
○
○

此
恨
綿
綿
無
盡
期

○
○
○
○
○
絶
○

　

絶
期
、
文
集
作
盡
期
。

〇
〇
〇
〇
〇
絶
〇

京
大
本

○
○
○
○
○
絶
○

龍
門
本

○
○
○
○
○
絶
○

〇
〇
〇
〇
〇
〇
〇

○
○
○
○
○
絕
○

琵
琶
行

詩
題　

琵
琶
引

○
○
行

○
○
行

京
大
本

○
○
行

龍
門
本

○
○
○

○
○
行

○
○
○

序

元
和
十
年

○
○
○
五
○
秋

　

文
集
無
秋
字
。

○
○
○
○

京
大
本

○
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
○

○
○
○
五
○
秋

○
○
○
五
○
秋

送
客

浦
口

○
○
至
○
○
○

○
○
○
○
○

京
大
本

○
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
○
○

○
○
至
○
○
○

○
○
至
○
○
○

舟
船
中

○
○
○

○
○
○

京
大
本

○
○
○

龍
門
本

○
○
○

○
○
○

舟
中



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
一
號

五
三

那
波
本

歌
行
露
雪
・
注
記

『
真
宝
』

宣
賢
抄
・
注
記

『
歌
行
詩
』

金
沢
本

序

本
長
安
倡
女

○
是
○
○
○
家
○

　

文
集
無
家
字
。

○
○
○
○
○

京
大
本

○
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
○
家
○

○
是
○
○
○
家
○

○
是
○
○
○
家
○

賈
人
婦

商
○
○

○
○
○

京
大
本

○
○
○

龍
門
本

○
○
○

商
○
○

○
○
○

憫
默

○
然

○
然

京
大
本

○
然

龍
門
本

○
然

○
然

○
○

少
小
時

○
年
○

　

年
、
文
集
作
小
。

○
○
○

京
大
本

○
○
○

龍
門
本

○
年
○

○
○
○

○
○
○

六
百
一
十
二

○
○
二
○
○

○
○
二
○
○

京
大
本

○
○
二
○
○

龍
門
本

○
○
○
○
○

○
○
二
○
○

○
○
○
○
○

命
曰
琵
琶
行

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

京
大
本

○
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○
○
○
引

楓
葉
荻
花
秋
索
索

○
○
○
○
○
瑟
瑟

　

瑟
瑟
、
類
聚
作
索
索
、

文
集
亦
如
此
。

○
○
○
○
○
瑟
瑟

京
大
本

○
○
○
○
○
瑟
瑟

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
瑟
瑟

○
○
○
○
○
○
○



林
羅
山
『
歌
行
露
雪
』
に
つ
い
て

五
四

那
波
本

歌
行
露
雪
・
注
記

『
真
宝
』

宣
賢
抄
・
注
記

『
歌
行
詩
』

金
沢
本

尋
聲
闇
問
彈
者
誰

○
○
暗
○
○
○
○

　

暗
、
文
集
作
闇
。

○
○
暗
○
○
○
○

京
大
本

○
○
暗
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
暗
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
暗
○
○
○
○

似
訴
平
生
不
得
意

○
○
○
○
○
○
志

○
○
○
○
○
○
志

京
大
本

○
○
○
○
○
○
志

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
志

○
○
○
○
○
○
志

○
○
○
○
○
○
○

輕

慢
捻
抹
復
挑

○
○
○
撚
撥
○
○

　

撥
、
文
集
作
抹
。

○
○
○
撚
撥
○
○

京
大
本

○
○
○
撚
撥
○
○

龍
門
本

○
○
○
撚
撥
○
○

○
○
○
撚
撥
○
○

○
○
○
撚
○
○
○

初
為
霓
裳
後
綠
腰

○
○
○
○
○
六
幺

　

六
幺
、（
文
集
）作
綠
腰
。
○
○
○
○
○
六
幺

京
大
本

○
○
○
○
○
六
幺

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
六
幺

○
○
○
○
○
○
○

小
弦
切
切
如
私
語

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
竊
竊
○
○
○

嘈
嘈
切
切
錯
雜
彈

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
竊
竊
雜
錯
○

幽
咽
泉
流
氷
下
灘

○
○
○
○
○
○
難

　

難
、
或
作
灘
。

○
○
○
○
○
○
○

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
難

○
○
○
○
水
○
○

○
○
○
○
○
○
難



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
一
號

五
五

那
波
本

歌
行
露
雪
・
注
記

『
真
宝
』

宣
賢
抄
・
注
記

『
歌
行
詩
』

金
沢
本

冰
泉
冷
澀
弦
凝
絕

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

京
大
本

水
○
○
○
○
○
○

龍
門
本

水
○
○
○
○
○
○

水
○
○
○
○
○
○

○
○
○
□
○
○
○

曲
終
収
撥
當
心
畫

○
○
抽
○
○
○
○

○
○
抽
○
○
○
○

京
大
本

○
○
抽
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
抽
○
○
○
○

○
○
抽
○
○
○
○

○
○
□
（
収
）
○
○
○
○

吟
放
撥
插
弦
中

○
○
収
○
○
○
○

　

収
、
文
集
作
放
。

○
○
収
○
○
○
○

京
大
本

○
○
収
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
収
○
○
○
○

○
○
収
○
○
○
○

○
○
○
（
収
）
○
○
○
○

曲
罷
曾
教
善
才
伏

○
○
常
○
○
○
服

　

常
、
事
文
作
曾
、
服
作

伏
。

○
○
常
○
○
○
服

京
大
本

○
○
常
○
○
○
服

龍
門
本

○
○
常
○
○
○
服

○
○
常
○
○
○
服

○
○
○
○
○
○
○

鈿
頭
雲
篦
擊
節
碎

○
○
○
○
○
○
○

○
○
銀
○
○
○
○

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
○

○
○
銀
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

門
前
冷
落
鞍
馬
稀

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
零
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

商
人
重
利
輕
別
離

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
離
別



林
羅
山
『
歌
行
露
雪
』
に
つ
い
て

五
六

那
波
本

歌
行
露
雪
・
注
記

『
真
宝
』

宣
賢
抄
・
注
記

『
歌
行
詩
』

金
沢
本

繞
船
月
明
江
水
寒

○
○
明
月
○
○
○

　

明
月
、
文
集
作
月
明
。

○
○
明
月
○
○
○

京
大
本

○
○
明
月
○
○
○

龍
門
本

○
○
明
月
○
○
○

○
○
明
月
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

夢
啼
粧
淚
紅
闌
干

○
○
○
○
○
欄
○

○
○
○
○
○
○
○

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
欄
○

○
○
○
○
○
○
○

相
逢
何
必
曾
相
識

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
悲
○
○
○
○
○

謫
居
臥
病
潯
陽
城

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
病
臥
○
○
○

潯
陽
小
處
無
音
樂

○
○
地
僻
○
○
○

　

地
僻
、
事
文
作
小
處
、

文
集
亦
同
。

○
○
地
僻
○
○
○

京
大
本

○
○
地
僻
○
○
○

龍
門
本

○
○
地
僻
○
○
○

○
○
地
僻
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

住
近

江
地
低
濕

○
○
○
○
○
○
○

　

事
文
、
江
作
池
。

○
○
○
○
○
○
○

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

杜
鵑
啼
血
猿
哀
鳴

○
○
○
○
○
○
○

　

事
文
、
啼
血
作
啼
哭
。

○
○
○
○
○
○
○

京
大
本

○
○
○
○
○
○
○

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
哭
○
○
○



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
一
號

五
七

那
波
本

歌
行
露
雪
・
注
記

『
真
宝
』

宣
賢
抄
・
注
記

『
歌
行
詩
』

金
沢
本

春
江
花
朝
秋
月
夜

○
○
○
○
○
○
○

無
し
。

京
大
本

無
し
。

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

往
往
取
酒
還
獨
傾

○
○
○
○
○
○
○

無
し
。

京
大
本

無
し
。

龍
門
本

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

嘔
啞
嘲

難
為
聽

○
○
○
□
○
○
○

　

嘲
□
、
當
作

、
事

文
如
此
。

○
○

○
○
○
○

京
大
本

○
○

○
○
○
○

龍
門
本

○
○

○
○
○
○

○
○

○
○
○
○

□
○
○
○
○
○
○

滿
座
重
聞
皆
掩
泣

○
○
聞
之
○
○
○

　

事
文
作
重
聞
、
文
集
亦

如
此
。

○
○
聞
之
○
○
○

京
大
本

○
○
聞
之
○
○
○

龍
門
本

○
○
聞
之
○
○
○

○
○
聞
之
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

2
、
兩
本
の
注
解
狀
況

本
文
以
外
、『
歌
行
露
雪
』
の
注
釋
に
は
し
ば
し
ば
「
本
注
」
を
引
用
し
て
い

る
が
、大
英
圖
書
館
所
藏
の
南
北
朝
刊
本
『
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
寶
前
集
』

（
以
下
、『
箋
解
』
と
略
称
）
と
對
照
し
て
み
れ
ば
、
す
べ
て
『
箋
解
』
の
内
容
を

抄
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
羅
山
が
『
古
文
真
寶
』
か
ら
『
歌
行
露
雪
』
を
書
冩
し

た
際
に
、同
時
に
そ
の
注
釋
を
利
用
し
た
か
ら
こ
そ
、『
箋
解
』
の
内
容
を
「
本
注
」

と
略
稱
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

龍
門
本
「
宣
賢
抄
」
に
は
『
箋
解
』
に
よ
る
注
釋
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
が
、

表
二
に
よ
れ
ば
、
京
大
本
「
宣
賢
抄
」
の
注
記
に
は
『
箋
解
』
に
よ
っ
て
注
記
し

た
内
容
が
相
當
存
在
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
箋
解
』
の
「
琵
琶
行
」
の
「
夜
深

忽
夢
少
年
事
」「
我
聞
琵
琶
已
歎
息
」
二
聯
に
は
注
釋
が
あ
る
が
、
京
大
本
・『
歌

行
露
雪
』
と
も
に
引
用
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
羅
山
が
『
箋
解
』
を
引
用
し
た

際
に
、
京
大
本
系
統
の
「
宣
賢
抄
」
に
影
響
を
受
け
、
こ
の
本
に
引
用
さ
れ
て
い

る
部
分
だ
け
を
抄
録
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。



林
羅
山
『
歌
行
露
雪
』
に
つ
い
て

五
八

表
二　
「
宣
賢
抄
」
の
注
記
と
『
魁
本
大
字
諸
儒
箋
解
古
文
真
宝
前
集
』
注
釈
と
の
関
連

白
詩
原
文

京
大
本
「
宣
賢
抄
」

『
歌
行
露
雪
』

『
古
文
真
宝
』
注

長
恨
歌

漢
皇
重
色
思
傾
國

御
宇
多
年
求
不
得

明
皇
思
得
傾
城
美
貌
之
婦
、
不
敢
斥
言
唐
君
、
借
漢
為
喩
。

同
。

同
。

楊
家
有
女
初
長
成

養
在
深
閨
人
未
識

楊
玄
琰
女
、
小
字
玉
環
。

同
。

同
。

天
生
麗
質
難
自
棄

一
朝
選
在
君
王
側

開
元
十
一
年
帰
于
壽
邸
、
為
壽
王
妃
、（
後
略
）。

同
。

同
。

春
寒
賜
浴
華
清
池

温
泉
水
滑
洗
凝
脂

三
秦
記
、
始
皇
至
驪
山
與
神
女
遊
、（
後
略
）。
明
皇
雜
錄
、
天
寶

六
載
、
更
溫
泉
曰
華
清
宮
湯
、（
後
略
）。

同
。

同
。

雲
鬢
花
顏
金
步
搖

芙
蓉
帳
暖
度
春
宵

假
名
注
、『
禮
記
・
明
堂
位
』
を
引
用
す
る
。

記
、明
堂
位
注
、副
首
飾
也
。

今
步
搖
是
也
。

同
。

遂
令
天
下
父
母
心

不
重
生
男
重
生
女

杜
詩
、
生
女
猶
可
嫁
比
鄰
、
生
男
埋
沒
隨
百
草
。

同
。

同
。

漁
陽

鼓
動
地
来

驚
破
霓
裳
羽
衣
曲

天
寶
十
四
載
、
祿
山
卒
、
藩
兵
十
餘
萬
起
漁
陽
、（
後
略
）。

同
。

同
。

翠
華
搖
搖
行
復
止

西
出
都
門
百
餘
里

六
軍
不
発
無
奈
何

宛
轉
蛾
眉
馬
前
死

玄
宗
幸
蜀
、
軍
次
馬
嵬
驛
。
將
士
飢
疲
、
皆
憤
怒
、（
後
略
）。

同
。

同
。

峨
嵋
山
下
少
人
行

旌
旗
無
光
日
色
薄

峨
眉
、
成
都
府
山
名
。

同
。

同
。

馬
嵬
坡
下
泥
土
中

不
見
玉
顏
空
死
處

嵬
、
五
回
反
。

同
。

同
。



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
一
號

五
九

白
詩
原
文

京
大
本
「
宣
賢
抄
」

『
歌
行
露
雪
』

『
古
文
真
宝
』
注

芙
蓉
如
面
柳
如
眉

對
此
如
何
不
涙
垂

春
風
桃
李
花
開
夜

秋
雨
梧
桐
葉
落
時

見
芙
蓉
則
思
貴
妃
之
面
、
見
柳
則
思
貴
妃
之
眉
。
春
風
花
開
艷
陽

之
辰
、
秋
雨
葉
落
淒
涼
之
際
。
對
比
景
物
、
使
人
傷
悲
。

同
。

同
。

梨
園
弟
子
白
髮
新

椒
房
阿
監
青
娥
老

唐
・
禮
樂
志
、初
隋
有
法
曲
、（
後
略
）。
漢
官
儀
、皇
后
稱
椒
房
、（
後

略
）。
阿
音
握
。

同
。

同
。

臨
邛
道
士
鴻
都
客

能
以
精
神
致
魂
魄

道
士
姓
楊
名
通
幽
。

同
。

同
。

中
有
一
人
字
玉
真

雪
膚
花
貌
参
差
是

玉
真
、
乃
貴
妃
也
。
参
、
初
令
反
。
羌
、
楚
宜
反
。

同
。

同
。

七
月
七
日
長
生
殿

夜
半
無
人
私
語
時

長
生
、
唐
殿
名
。
天
寶
十
載
、
明
皇
憑
楊
妃
肩
、（
後
略
）。

同
。

同
。

在
天
願
作
比
翼
鳥

在
地
願
為
連
理
枝

鳥
各
一
羽
、
相
比
而
飛
、
為
比
翼
鳥
。
樹
一
枝
、
相
向
連
接
脈
理

而
生
、（
後
略
）。

同
。

同
。

天
長
地
久
有
時
盡

此
恨
綿
綿
無
絶
期

觀
天
長
地
久
、
此
恨
綿
綿
之
句
、
則
其
命
名
之
意
可
知
矣
。

同
。

同
。

琵
琶
行

潯
陽
江
頭
夜
送
客

楓
葉
荻
花
秋
瑟
瑟

潯
陽
、
江
州
郡
名
。
劉
禹
錫
詩
、
兩
岸
蕭
蕭
蘆
荻
秋
。

同
。

同
。

轉
軸
撥
弦
三
兩
聲

未
成
曲
調
先
有
情

釋
名
、
琵
琶
本
胡
中
馬
上
所
鼓
也
。
推
手
前
曰
琵
、
引
手
卻
曰
琶
。

同
。

同
。

輕

慢
捻
抹
復
挑

初
為
霓
裳
后
六
幺

樂
譜
琵
琶
曲
、
有
轉
圜
、
六
幺
、
獲
索
、
梁
州
、
皆
其
名
也
。

同
。

同
。

曲
罷
常
教
善
才
服

妝
成
每
被
秋
娘

高
齋
詩
話
、
元
和
中
、
曹
保
有
子
善
才
、
善
才
有
子
網
、
皆
執
琵
琶
。

同
。

同
。

五
陵
年
少
爭
纏
頭

一
曲
紅

不
知
數

唐
王
元
寶
富
而
無
學
、
嘗
會
賓
數
日
、
人
問
必
多
佳
論
。
元
寶
曰
、

但
費
錦
纏
頭
耳
。
注
、
賜
歌
舞
者
利
物
也
。

同
。

同
。



林
羅
山
『
歌
行
露
雪
』
に
つ
い
て

六
〇

白
詩
原
文

京
大
本
「
宣
賢
抄
」

『
歌
行
露
雪
』

『
古
文
真
宝
』
注

商
人
重
利
輕
別
離

前
月
浮
梁
買
茶
去

饒
州
浮
梁
縣
、
乃
産
茶
之
地
。

同
。

同
。

夜
深
忽
夢
少
年
事

夢
啼
妝
淚
紅
闌
幹

（
引
用
無
し
。）

（
引
用
無
し
。）

長
恨
歌
、
玉
容
寂
寞
淚
闌

幹
。
以
上
系
商
人
婦
所
訴
也
。

我
聞
琵
琶
已
歎
息

又
聞
此
語
重

（
引
用
無
し
。）

（
引
用
無
し
。）

已
下
乃
司
馬
答
商
婦
。

其
間
旦
暮
聞
何
物

杜
鵑
啼
血
猿
哀
鳴

公
詩
、
聲
聲
啼
血
向
花
枝
。
謝
靈
運
、
哀
怨
啼
月
。

羅

詩
、
聲
聲
啼
血
向
花

枝
。
又
謝
靈
運
云
、哀
猿
啼
月
。

（
中
略
）
哀
猿
、
見
長
恨
抄
。

同
。

豈
無
山
歌
與
村
笛

嘔
啞
嘲

難
為
聽

嘔
、
音
毆
。
啞
、
音

。

、
音
嘲
。

、
陟
轄
切
。
言
其
聲
韻

粗
俗
也
。

同
。

同
。

就
中
泣
下
誰
最
多

江
州
司
馬
青
衫
濕

此
乃
白
樂
天
自
謂
。
前
輩
曾
下
一
轉
語
云
、
惟
有
江
州
司
馬
淚
、

如
何
夜
半
著
青
衫
。

同
。

同
。

『
箋
解
』
以
外
、
宣
賢
が
「
長
恨
歌
」
を
注
釋
し
た
際
に
、「
天
隠
注
を
主
体
に

季
昌
注
の
一
部
を
加
え
た
」
増
注
本
『
三
體
詩
』（
以
下
、
三
體
詩
注
と
略
稱
）

を
引
用
し
て
い
る（
27
）。『
歌
行
露
雪
』
に
も
三
体
詩
注
を
よ
く
引
用
し
て
お
り
、
こ

れ
は
前
述
す
る
『
箋
解
』
の
引
用
と
同
じ
く
宣
賢
抄
か
ら
の
影
響
で
あ
ろ
う
。
た

だ
し
、
表
三
に
よ
れ
ば
、
京
大
本
「
宣
賢
抄
」
に
お
け
る
三
體
詩
注
の
引
用
は
主

に
「
長
恨
歌
」
の
前
文
に
見
ら
れ
る
の
に
対
し
、『
歌
行
露
雪
』
に
お
け
る
三
體

詩
注
の
引
用
は
京
大
本
よ
り
多
く
存
在
し
て
い
る（
28
）。
鈴
木
健
一
氏
『
林
羅
山
年

譜
稿
』「
文
禄
四
年
（
一
五
九
五
）」
に
は
、

建
仁
寺
大
統
庵
に
入
り
、
長
老
古
澗
慈
稽
に
学
ぶ
。（
後
略
）（
年
譜
・
行
状
）

あ
る
い
は
、
こ
の
年
の
永
雄
の
『
三
體
詩
』
講
義
も
聴
講
し
た
か
。（
小
高（
29
））

と
あ
り
、
そ
れ
は
羅
山
が
同
時
に
英
甫
永
雄
か
ら
『
三
體
詩
』
の
講
義
を
聞
い
て

い
た
の
で
、
三
體
詩
注
に
詳
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
で
あ
ろ
う
。



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
一
號

六
一

表
三　

増
注
本
『
三
體
詩
』
と
の
關
連

白
詩
原
文

京
大
本

『
歌
行
詩
』
本

『
三
體
詩
』
出
典

長
恨
歌

冒
頭
部
前
文

假
名
注
。『
三
體
詩
』
巻
一
・

杜
牧
「
過
勤
政
楼
」
注
を
引
用

し
て
い
る
。

（
引
用
無
し
。）

巻
一
、
杜
牧
「
過
勤
政
楼
」。

假
名
注
・
漢
文
注
混
在
。『
三

體
詩
』
巻
一
・
杜
常
「
華
清
宮
」

注
を
引
用
し
て
い
る
。

（
引
用
無
し
。）

巻
一
、
杜
常
「
華
清
宮
」。

天
生
麗
質
難
自
棄

一
朝
選
在
君
王
側

（
引
用
無
し
。）

唐
史
、
玄
宗
以
後
宮
数
千
、（
後
略
）。
三
體
詩
中
注
。

巻
二
、
李
商
隠
「
馬
嵬
」。

春
寒
賜
浴
華
清
池

温
泉
水
滑
洗
凝
脂

仮
名
注
。『
三
體
詩
』
巻
一
・

杜
常
「
華
清
宮
」
注
を
引
用
し

て
い
る
。

漢
文
注
。
円
至
天
隠
注
三
體
詩
曰
、
驪
山
溫
泉
宮
、
太
宗
所
建
、（
後

略
）。
又
李
昌
増
注
、
華
清
宮
在
唐
關
内
道
、（
後
略
）。

巻
一
、
杜
常
「
華
清
宮
」。

姉
妹
弟
兄
皆
列
土

可
憐
光
彩
生
門
戸

（
引
用
無
し
。）

三
體
詩
載
張
祐
集
靈
台
、（
中
略
）。
天
隠
注
、楊
妃
有
三
姨
、（
後
略
）。

巻
一
、
張
祐
「
集
靈
台
」。

驪
宮
高
處
入
青
雲

仙
楽
風
飄
處
處
聞

（
引
用
無
し
。）

三
體
詩
注
、
玄
宗
天
寶
元
年
分
置
會
昌
縣
、（
後
略
）。

巻
一
、
顧
況
・「
宿
昭
應
」。

漁
陽

鼓
動
地
来

驚
破
霓
裳
羽
衣
曲

（
引
用
無
し
。）

三
體
詩
三
注
曰
、
漁
陽
今
檀
州
、（
後
略
）。

天
寶
十
四
年
六
月
一
日
、
華
清
宮
為
貴
妃
作
生
日
、（
中
略
）。
三

體
注
。

巻
三
、
劉
長
卿
「
穆
陵
關
北

逢
人
帰
漁
陽
」。

巻
一
、
杜
常
「
華
清
宮
」。

九
重
城
闕
煙
塵
生

千
乘
萬
騎
西
南
行

（
引
用
無
し
。）

杜
常
華
清
宮
詩
、（
中
略
）。
注
、
江
南
、
指
蜀
江
之
南
（
後
略
）。

巻
一
、
杜
常
「
華
清
宮
」。

六
軍
不
発
無
奈
何

宛
轉
蛾
眉
馬
前
死

（
引
用
無
し
。）

三
體
詩
中
、李
商
隠
馬
嵬
詩
、（
中
略
）。
注
、唐
書
百
官
志
、（
中
略
）

三
體
中
注
。

巻
二
、
李
商
隠
「
馬
嵬
」。



林
羅
山
『
歌
行
露
雪
』
に
つ
い
て

六
二

白
詩
原
文

京
大
本

『
歌
行
詩
』
本

『
三
體
詩
』
出
典

黃
埃
散
漫
風
蕭
索

雲
棧
縈
紆
登
劍
閣

（
引
用
無
し
。）

馬
戴
、
送
人
歸
蜀
詩
、（
中
略
）。
注
、
大
安
軍
棧
道
連
空
、（
中
略
）。

三
體
下
。

雍
陶
詩
、（
中
略
）。
注
、
斜
谷
道
至
鳳
州
界
百
五
十
里
、（
中
略
）。

三
體
詩
上
。

嚴
維
、送
鄭
宥
入
蜀
詩
、（
中
略
）。
注
、大
劍
山
即
劍
門
也
、（
中
略
）。

三
體
下
。

巻
三
、
馬
戴
「
送
人
歸
蜀
」。

巻
一
、
雍
陶
「
西
歸
出
斜

谷
」。巻三

、
嚴
維
「
送
鄭
宥
入

蜀
」。

峨
嵋
山
下
少
人
行

旌
旗
無
光
日
色
薄

（
引
用
無
し
。）

洞
天
記
、
峨
眉
山
在
嘉
州
峨
眉
縣
、（
中
略
）。
三
體
下
注
。

巻
三
、
岑
参
「
夜
宿
竜
吼
灘

思
娥
眉
隠
者
」。

行
宮
見
月
傷
心
色

夜
雨
聞
鈴
腸
断
聲

（
引
用
無
し
。）

崔
塗
、
繡
嶺
宮
詩
、（
中
略
）。
注
同
上
、
三
體
二
。

李
商
隠
聞
歌
詩
、（
中
略
）。
注
、
唐
武
宗
疾
篤
、（
中
略
）。
三
體
二
。

巻
二
、
崔
塗
「
繡
嶺
宮
」。

巻
二
、
李
商
隠
「
聞
歌
」。

天
旋
日
轉
迴
竜
馭

到
此
躊
躇
不
能
去

（
引
用
無
し
。）

王
建
詩
、（
中
略
）。
注
、
太
平
天
子
、
謂
玄
宗
也
。
三
體
詩
。

巻
一
、
王
建
「
宮
詞
」。

馬
嵬
坡
下
泥
土
中

不
見
玉
顏
空
死
處

（
引
用
無
し
。）

馬
嵬
故
城
在
興
平
縣
西
北
二
十
三
里
、（
中
略
）。
三
體
二
注
。

史
云
、
祿
山
反
、
上
出
延
秋
門
、（
中
略
）。
同
注
。

仙
傳
拾
遺
曰
、
玄
宗
幸
蜀
、（
中
略
）。
三
體
中
注
。

巻
二
、
李
商
隠
「
馬
嵬
」。

帰
来
池
苑
皆
依
舊

太
液
芙
蓉
未
央
柳

（
引
用
無
し
。）

上
陽
宮
詩
注
、
郊
祀
志
、（
中
略
）。
三
體
。
上
陽
、
唐
宮
殿
名
。

未
央
宮
、
高
祖
七
年
蕭
何
造
。
杜
詩
、
杜
陵
韋
曲
未
央
前
。
同
注
。

巻
一
、
竇
庠
「
上
陽
宮
」。

巻
一
、
雍
裕
之
「
宮
人
斜
」。

梨
園
子
弟
白
髮
新

椒
房
阿
監
青
娥
老

假
名
注
・
漢
文
注
混
在
。『
三

體
詩
』
巻
一
・
薛
能
「
呉
姫
」

注
を
引
用
し
て
い
る
。

（
引
用
無
し
。）

巻
一
・
薛
能
「
呉
姫
」。

鴛
鴦
瓦
冷
霜
華
重

翡
翠
衾
寒
誰
與
共

（
引
用
無
し
。）

張
又
新
詩
、（
中
略
）。
注
、
翡
、
赤
羽
雀
、（
中
略
）。
三
體
下
。

巻
三
、
張
又
新
「
三
月
五
日

汎
長
沙
東
湖
」。

悠
悠
生
死
別
經
年

魂
魄
不
曾
来
入
夢

（
引
用
無
し
。）

朱
褒
、
悼
亡
妓
詩
、（
中
略
）。
注
、
禮
記
、（
中
略
）。
三
體
。

巻
一
、
朱
褒
「
悼
亡
妓
」。

臨
邛
道
士
鴻
都
客

能
以
精
神
致
魂
魄

（
引
用
無
し
。）

道
經
云
、
人
行
大
道
號
道
士
、（
中
略
）。
三
體
下
注
。

唐
六
典
、
道
士
修
行
、
其
德
高
思
精
、（
中
略
）。
同
上
注
。

巻
三
、
賈
島
「
山
中
道
士
」。

巻
一
、
鮑
溶
「
贈
楊
鍊
師
」。

為
感
君
王
展
轉
思

遂
教
方
士
殷
勤
覓

（
引
用
無
し
。）

岑
参
詩
、（
中
略
）。
注
、
杜
預
曰
、
方
、
法
也
、
法
術
之
士
。
三

體
下
。

巻
三
、
岑
参
「
夜
宿
龍
吼
灘

思
娥
眉
隠
者
」。



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
一
號

六
三

白
詩
原
文

京
大
本

『
歌
行
詩
』
本

『
三
體
詩
』
出
典

中
有
一
人
字
玉
真

雪
膚
花
貌
参
差
是

（
引
用
無
し
。）

李
商
隠
馬
嵬
驛
詩
、（
中
略
）。
注
、仙
傳
拾
遺
曰
、楊
妃
死
、（
中
略
）。

三
體
中
。

巻
二
、
李
商
隠
「
馬
嵬
」。

琵
琶
行

潯
陽
江
頭
夜
送
客

楓
葉
荻
花
秋
瑟
瑟

（
引
用
無
し
。）

三
體
詩
二
、
皇
甫
冉
、
送
李
錄
事
赴
饒
州
詩
、（
中
略
）。
注
、
呉

九
江
郡
鄱
陽
縣
本
楚
地
、（
後
略
）。

巻
二
、
皇
甫
冉
「
送
李
錄
事

赴
饒
州
」。

十
三
学
得
琵
琶
成

名
屬
教
坊
第
一
部

（
引
用
無
し
。）

三
體
詩
二
注
、
元
宗
開
元
初
於
蓬
萊
宮
側
立
教
坊
、
置
使
領
之
。

巻
二
、
王
建
「
早
春
五
門
西

望
」。

五
陵
年
少
爭
纏
頭

一
曲
紅

不
知
数

假
名
注
。『
三
體
詩
』
巻
一
・

呉
融
「

郷
卜
居
」
注
を
引
用

し
て
お
り
、
出
典
を
明
記
し
て

い
な
い
。

三
體
詩
、
呉
融
詩
、
五
（
中
略
）。
注
、
五
陵
、（
後
略
）。

巻
一
・
呉
融
「

郷
卜
居
」。

以
上
の
『
箋
解
』・『
三
體
詩
』
以
外
、
京
大
本
「
宣
賢
抄
」
に
は
『
句
解
』
を

引
用
し
て
い
る
。
こ
の
「
句
解
」
は
「
ど
う
い
う
も
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い（
30
）」
が
、

『
歌
行
露
雪
』
に
も
同
じ
く
『
句
解
』
を
引
用
し
て
い
る（
31
）。
こ
れ
は
京
大
本
系
統

の
「
宣
賢
抄
」
か
ら
の
影
響
で
あ
ろ
う
。

三
、  

林
羅
山
の
白
詩
受
容
に
お
け
る
『
歌
行
露
雪
』
及
び
羅

山
手
校
本
『
白
氏
文
集
』
と
の
關
係

『
歌
行
露
雪
』が
英
甫
に
奉
呈
さ
れ
た
の
は
慶
長
元
年（
１
５
９
６
）で
あ
る
が
、

原
書
に
は
後
の
加
筆
や
修
訂
が
時
に
見
ら
れ
る
。「
琵
琶
行
」
の
冒
頭
部
の
欄
外

に
は
、
五
年
後
の
慶
長
六
年
（
１
６
０
１
）
六
月
十
一
日
、
舟
橋
秀
賢
と
「
司
馬
」

の
一
語
に
つ
い
て
検
討
し
た
追
記
が
あ
る
。

極
廊
秀
賢
告
余
曰
、
司
馬
者
、
日
本
ノ
国
守
ノ
下
に
使
々
掾
ト
云
者
ナ
リ

云
々
。
又
云
、
卿
見
唐
書
否
、
樂
天
依
何
罪
左
遷
江
州
司
馬
之
事
不
審
、
古
來

未
詳
之
、
定
是
在
唐
書
樂
天
傳
乎
。
余
頷
之
而
已
。
于
時
慶
長
六
年
六
月
十
一

日
。

現
存
す
る
羅
山
の
年
譜
資
料
や
舟
橋
秀
賢
が
著
し
た
『
慶
長
日
件
錄
』
に
よ
れ
ば
、

二
人
の
交
際
に
關
す
る
最
も
早
い
記
載
は
、
慶
長
八
年
（
１
６
０
３
）
の
こ
と
で

あ
る
。
鈴
木
健
一
氏
『
林
羅
山
年
譜
稿
』
に
は
、

十
月
二
十
九
日
、
船
橋
（
清
原
）
秀
賢
を
訪
問
す
る
。（
慶
長
日
件
錄
）

十
一
月
四
日
、
船
橋
秀
賢
が
羅
山
宛
書
簡
を
著
す
。（
慶
長
日
件
錄
）

と
あ
る
。『
慶
長
日
件
錄
』
は
慶
長
六
年
の
部
分
を
欠
い
て
い
る
が
、『
歌
行
露
雪
』

に
保
存
さ
れ
て
い
る
追
記
に
よ
れ
ば
、
二
人
が
早
く
か
ら
學
問
的
交
流
を
始
め
た

こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
は
『
歌
行
露
雪
』
の
研
究
に
留
ま
ら
ず
、
羅
山
と
舟
橋
秀

賢
と
の
交
遊
關
係
に
も
貴
重
な
資
料
と
見
做
し
て
よ
い
。
ま
た
、「
長
恨
歌
」の「
天



林
羅
山
『
歌
行
露
雪
』
に
つ
い
て

六
四

生
麗
質
難
自
棄
」
句
の
欄
外
に
は
、

道
春
云
々
、
開
元
二
十
一
年
、（
不
詳
）、
天
寶
四
載
、
冊
為
貴
妃
、
時
年
廿

七
、
十
五
載
、
縊
殺
妃
于
馬
嵬
、
時
卅
八
。
開
元
七
年
妃
生
ニ
天
寶
十
五
載
死
。

と
見
え
、
そ
れ
は
羅
山
が
慶
長
十
二
年
（
１
６
０
７
）
剃
髪
し
て
名
を
「
道
春
」

と
改
め
た
後
の
追
記
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
峨
嵋
山
下
少
人
行
」
句
の
欄
外
に
は
、

考
究
不
精
。
◯
志
林
、
白
樂
天
長
恨
歌
云
ノ
峨
嵋
山
下
少
人
行
、
峨
眉
在
嘉

州
、
與
幸
蜀
路
全
無
交
涉
云
々
。
此
文
章
之
病
也
。
事
文
文
別
五
。

と
記
し
、
昔
の
注
釋
を
批
判
し
た
例
も
あ
る
。『
歌
行
露
雪
』
は
少
年
期
の
林
羅

山
と
『
白
氏
文
集
』
と
の
關
係
に
お
い
て
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
生
涯
に
亘
っ
た

羅
山
の
白
詩
享
受
の
始
ま
り
と
言
え
よ
う
。

元
和
四
年
（
１
６
１
８
）、羅
山
は
弟
子
の
那
波
道
円
か
ら
新
刊
本
『
白
氏
文
集
』

を
献
呈
さ
れ
、
そ
の
一
部
に
加
点
・
校
勘
し
た
。
東
京
國
立
博
物
館
所
蔵
の
林
羅

山
手
校
本
『
白
氏
文
集
』（
以
下
、
東
博
本
と
略
称
）
と
し
て
傳
え
ら
れ
て
お
り
、

中
年
期
の
羅
山
の
白
詩
享
受
を
反
映
し
て
い
る（
32
）。
東
博
本
に
は
羅
山
の
息
子
の

鵞
峰
に
よ
っ
て
加
點
さ
れ
た
部
分
が
あ
る
が
、
村
上
雅
孝
氏
に
よ
れ
ば
、
巻

十
二
、
即
ち
「
長
恨
歌
」「
琵
琶
引
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
部
分
は
羅
山
に
よ
っ

て
加
點
さ
れ
た
も
の
で
あ
る（
33
）。
從
っ
て
、
巻
十
二
の
行
間
或
い
は
欄
外
の
注
釋

も
羅
山
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
兩
本
を
對
照
し
て
み
れ
ば
、
羅
山
の
白

詩
受
容
の
變
遷
を
解
明
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

『
歌
行
露
雪
』
に
は
異
文
を
行
間
や
餘
白
に
注
記
す
る
所
が
多
く
存
在
し
て
い

る
。
そ
れ
ら
の
異
文
注
記
は
、『
歌
行
露
雪
』
が
成
立
し
た
後
に
書
き
添
え
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
後
掲
の
表
四
に
よ
れ
ば
、『
歌
行
露
雪
』
の
傍
注
に
は
「
文
集
作
某
」

の
校
記
が
十
ヶ
所
見
ら
れ
、そ
れ
ら「
文
集
」の「
某
」字
は
元
和
四
年（
１
６
１
８
）

に
刊
行
さ
れ
た
那
波
本
の
字
と
同
じ
で
あ
る
。
羅
山
が
元
和
四
年
「
那
波
道
円
か

ら
刊
行
し
た
ば
か
り
の
『
白
氏
文
集
』
三
十
冊
を
贈
ら
れ
」
る
前
に
は
、「
新
樂
府
」

及
び
金
澤
本
を
中
心
と
し
た
『
白
氏
文
集
』
の
「
繕
冩
一
通
」
の
み
を
所
持
し
て

い
た
こ
と
を
考
え
る
と（
34
）、
傍
注
の
「
文
集
作
某
」
の
校
記
は
、『
歌
行
露
雪
』
が

成
立
し
た
二
十
年
餘
り
後
、
那
波
本
『
白
氏
文
集
』
を
用
い
て
追
記
し
た
も
の
で

あ
る
。
恐
ら
く
元
和
四
年
、
那
波
本
に
加
點
し
た
と
同
時
に
、『
歌
行
露
雪
』
に

そ
の
異
文
を
記
入
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、『
歌
行
露
雪
』
の
傍
注
に
は
「
事
文
作
某
」
の
校
記
が
六
ヶ
所
あ
り
、

こ
れ
は『
事
文
類
聚
』に
よ
っ
て
注
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
校
記
が「
琵

琶
引
」
の
部
分
だ
け
に
存
在
し
て
い
る
の
は
、『
事
文
類
聚
』（『
國
文
學
研
究
資

料
文
庫
』
影
印
寛
文
本
）
に
は
白
居
易
「
琵
琶
行
」
を
續
集
巻
二
十
二
樂
器
部
に

収
録
し
て
い
る
が
、「
長
恨
歌
」
を
収
録
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
潯

陽
地
僻
無
音
樂
」
一
句
に
は
「
地
僻
、
事
文
作
小
處
、
文
集
亦
同
」
と
、「
滿
座

聞
之
皆
掩
泣
」
一
句
に
は
「
事
文
作
重
聞
、
文
集
亦
如
此
」
と
注
し
て
お
り
、
羅

山
が
元
和
四
年
以
降
、
那
波
本
の
異
文
と
一
緒
に
書
き
入
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
林

鵞
峰
『
西
風
涙
露
』
に
は
、
羅
山
の
『
事
文
類
聚
』
の
受
容
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

先
考
少
年
好
讀
『
事
文
類
聚
』、
壯
年
得
朝
鮮
本
、
全
部
加
朱
句
畢
。
鮮
本

罹
災
、
其
舊
唐
本
余
傳
之
。

（
先
考
は
少
年
好
ん
で
『
事
文
類
聚
』
を
讀
み
、
壯
年
朝
鮮
本
を
得
、
全
部

朱
句
を
加
え
て
畢
る
。
鮮
本
は
災
に
罹
り
、其
の
舊
き
唐
本
は
、余
之
を
傳
う
。）

元
和
四
年
の
羅
山
は
三
十
六
歳
で
あ
り
、ま
さ
に
「
壮
年
」
の
一
語
に
相
応
す
る
。

こ
こ
に
言
及
さ
れ
る
壯
年
に
入
手
し
た
朝
鮮
本
『
事
文
類
聚
』
は
、『
歌
行
露
雪
』



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
一
號

六
五

に
加
え
た
『
事
文
類
聚
』
異
文
の
来
源
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
鮮
本
罹
災
」
は
、

明
暦
の
大
火
に
焼
失
し
た
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
幼
少
期
の
羅
山
が
慶
長
元
年
（
１
５
９
６
）
か
ら
『
歌
行
露

雪
』
の
典
據
を
注
記
し
た
後
、
数
年
に
亘
っ
て
修
訂
し
て
お
り
、
彼
の
學
問
へ
の

慎
重
な
態
度
を
反
映
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
中
年
期
に
入
っ
た
羅
山
は
手
元
に
あ

る
那
波
本
『
白
氏
文
集
』
や
朝
鮮
本
『
事
文
類
聚
』
な
ど
を
利
用
し
て
『
歌
行
露

雪
』
の
異
文
を
注
記
し
た
が
、
こ
れ
は
彼
の
『
白
氏
文
集
』
本
文
へ
の
關
心
を
表

し
て
い
よ
う
。

表
四　
『
歌
行
露
雪
』・
東
博
本
異
文
注
表

那
波
本

『
歌
行
露
雪
』・
異
文
注

『
古
文
真
寶
』

金
澤
本

東
博
本
異
文
注

長
恨
歌

御
宇
多
年
求
不
得

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
寓
○
○
○
○
○

　

宇
、
乍
寓
。

養
在
深
閨
人
未
識

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
窓
○
○
○

　

閨
、
窓
亻
。

回
眸
一
笑
百
媚
生

○
頭
○
○
○
○
○

　

頭
字
、
文
集
作
眸
。

○
頭
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

　
（
無
し
。）

承
歡
侍
宴
無
閒
暇

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
寢
○
○
○

　

宴
、
寢
亻
。

君
王
掩
面
救
不
得

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
眼
○
○
○

　

面
、
眼
亻
。

夜
雨
聞
鈴
腸
断
聲

○
○
○
○
○
○
○

　

鈴
、
或
作
猿
。

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
猿
○
○
○

　
（
無
し
。）

春
風
桃
李
花
開
夜

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
日

　

夜
、
月
亻
。

西
宮
南
苑
多
秋
草

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
內
○
○
○

　

苑
、
內
亻
。

宮
葉
満
階
紅
不
掃

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

　
（
胡
粉
で
塗
抹
し
て
「
落
」
に
作
る
。）　

宮
、
落
亻
。

椒
房
阿
監
青
娥
老

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
蛾
○

　

娥
、
蛾
亻
。

遲
遲
鐘
鼓
初
長
夜

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
漏
○
○
○

　

鼓
、
漏
。

翡
翠
衾
寒
誰
與
共

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

舊
枕
故
衾
○
○
○

　

翡
翠
衾
寒
、
舊
枕
故
衾
。

排
空
馭
氣
奔
如
電

○
風
○
○
○
○
○

　

風
、
文
集
作
空
。

○
風
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

　
（
無
し
。）



林
羅
山
『
歌
行
露
雪
』
に
つ
い
て

六
六

那
波
本

『
歌
行
露
雪
』・
異
文
注

『
古
文
真
寶
』

金
澤
本

東
博
本
異
文
注

山
在
虛
無
縹
緲
間

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
眇
○

　

緲
、
眇
亻
。

樓
閣
玲
瓏
五
雲
起

○
殿
○
○
○
○
○

○
殿
○
○
○
○
○

○
殿
○
○
○
○
○

　

閣
、
殿
亻
。

中
有
一
人
字
玉
真

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
名
○
妃

　

字
、
名
亻
。

　

真
、
妃
亻
。

九
華
帳
裏
夢
中
驚

○
○
○
○
○
魂
○

　

魂
、
文
集
作
中
。

○
○
○
○
○
魂
○

○
○
○
○
○
○
○

　

中
、
魂
亻
。

雲
鬢
半
垂
新
睡
覚

○
○
○
偏
○
○
○

　

偏
、
文
集
作
垂
。

○
○
○
偏
○
○
○

○
○
○
偏
○
○
○

　
（
無
し
。）

昭
陽
殿
里
恩
愛
絕

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
歇

　

絕
、
歇
亻
。

回
頭
下
望
人
寰
處

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
視
○
○
○

　

望
、
視
亻
。

唯
將
舊
物
表
深
情

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

持
○
○
○
○
○
○

　

唯
、
空
亻
、
持
亻
。

釵
留
一
股
合
一
扇

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
鈷
○
○
○

　

股
、
亻
乍
鈷
。

但
令
心
似
金
鈿
堅

○
◯
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
教
○
○
○
○
○

　
（
無
し
。）

此
恨
綿
綿
無
盡
期

○
○
○
○
○
絶
○

　

絶
期
、
文
集
作
盡
期
。

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
絶
○

　

盡
、
絕
亻
。

琵
琶
行

元
和
十
年

元
和
十
五
年
秋

　

文
集
無
秋
字
。

元
和
十
年

元
和
十
五
年
秋

　

十
、
五
亻
。

　

年
、
秋
亻
。

送
客

浦
口

（
序
無
し
。）

○
○
○
○
○
○
○

送
客
至

浦
口

　

客
、
至
亻
。

本
長
安
倡
女

（
序
無
し
。）

○
○
○
○
○
○
○

本
是
長
安
倡
家
女

　

本
、
是
亻
。

　

倡
、
家
亻
。

楓
葉
荻
花
秋
索
索

○
○
○
○
○
瑟
瑟

○
○
○
○
○
瑟
瑟

○
○
○
○
○
○
○

　

索
索
、瑟
瑟
亻
。半
紅
半
白
之
皃
。

尋
聲
闇
問
彈
者
誰

○
○
暗
○
○
○
○

　

暗
、
文
集
作
闇
。

○
○
暗
○
○
○
○

○
○
暗
○
○
○
○

　
（
無
し
。）

似
訴
平
生
不
得
意

○
○
○
○
○
○
志

○
○
○
○
○
○
志

○
○
○
○
○
○
○

　
（
無
し
。）



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋
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化
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紀
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第
十
一
號

六
七

那
波
本

『
歌
行
露
雪
』・
異
文
注

『
古
文
真
寶
』

金
澤
本

東
博
本
異
文
注

輕

慢
捻
抹
復
挑

初
為
霓
裳
后
綠
腰

○
○
○
撚
撥
○
○

○
○
○
○
○
六
幺

　

撥
、
文
集
作
抹
、
六
幺
作
綠
腰
。

○
○
○
撚
撥
○
○

○
○
○
○
○
六
幺

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

　
（
無
し
。）

嘈
嘈
切
切
錯
雜
彈

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
竊
竊
○
○
○

　

切
切
、
作
竊
竊
。

幽
咽
泉
流
氷
下
灘

○
○
○
○
○
○
難

　

難
、
或
作
灘
。

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
難

　

氷
、
作
水
。

　

灘
、
作
難
。

銀
瓶
乍
破
水
漿
迸

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
閇
○
○
○

　

乍
、
作
閉
。

曲
罷
曾
教
善
才
伏

○
○
常
○
○
○
服

　

常
、
事
文
作
曾
、
服
作
伏
。

○
○
常
○
○
○
服

○
○
○
○
○
○
○

　
（
無
し
。）

繞
船
月
明
江
水
寒

○
○
明
月
○
○
○

　

明
月
、
文
集
作
月
明
。

○
○
明
月
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

　
（
無
し
。）

相
逢
何
必
曾
相
識

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
悲
○
○
○
○
○

　

逢
、
悲
亻
。

潯
陽
小
處
無
音
樂

○
○
地
僻
○
○
○

　

地
僻
、
事
文
作
小
處
、
文
集
亦
同
。
○
○
地
僻
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

　
（
無
し
。）

住
近

江
地
低
濕

○
○
○
○
○
○
○

　

事
文
、
江
作
池
。

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

　
（
無
し
。）

杜
鵑
啼
血
猿
哀
鳴

○
○
○
○
○
○
○

　

事
文
、
啼
血
作
啼
哭
。

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
哭
○
○
○

　

血
、
哭
亻
。

嘔
啞
嘲

難
為
聽

○
○
○
□
○
○
○

　

嘲
□
、
當
作

、
事
文
如
此
。

○
○

○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

　
（
無
し
。）

滿
座
重
聞
皆
掩
泣

○
○
聞
之
○
○
○

　

事
文
作
重
聞
、
文
集
亦
如
此
。

○
○
聞
之
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

　
（
無
し
。）



林
羅
山
『
歌
行
露
雪
』
に
つ
い
て

六
八

前
述
の
よ
う
に
、『
歌
行
露
雪
』
に
は
『
箋
解
』
や
『
三
體
詩
』
を
用
い
て
注

記
す
る
所
が
数
多
く
存
在
し
て
お
り
、
当
時
の
読
書
風
潮
、
と
り
わ
け
禅
林
の
風

潮
を
反
映
し
て
い
る
。
そ
れ
に
對
し
、東
博
本
「
長
恨
歌
」「
琵
琶
行
」
に
は
『
箋

解
』
や
『
三
體
詩
』
を
引
用
す
る
例
は
全
く
見
當
た
ら
な
く
、『
唐
詩
解
』
を
引

用
す
る
の
み
で
あ
る
。『
唐
詩
解
』
は
明
の
唐
汝
詢
の
編
纂
で
あ
り
、
早
期
の
版

本
に
は
、萬
暦
四
十
三
年
（
１
６
１
５
）
楊
鶴
刻
本
（『
四
庫
全
書
存
目
叢
書
』
本
）

が
あ
る
。
羅
山
が
當
時
讀
ん
で
い
た
『
唐
詩
解
』
は
、
明
国
か
ら
輸
入
し
た
唐
本

で
あ
ろ
う
。

羅
山
が
東
博
本
を
注
記
し
た
際
に
、
金
澤
本
を
參
照
し
た
こ
と
が
従
来
の
研
究

に
よ
っ
て
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
が
、
金
沢
本
と
異
な
る
所
も
相
當
見
ら

れ
る
。
表
五
の
「
九
華
帳
裏
夢
中
驚
」「
楓
葉
荻
花
秋
索
索
」「
幽
咽
泉
流
氷
下
灘
」

三
句
は
そ
の
例
で
あ
り
、『
唐
詩
解
』
に
よ
っ
て
注
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。『
唐

詩
解
』
巻
二
〇
に
は
、
白
居
易
「
琵
琶
行
」「
長
恨
歌
」
二
首
を
収
録
し
て
い
る
。

そ
の
本
文
来
源
に
つ
い
て
、「
全
集
本
と
は
別
個
に
流
布
し
た
單
行
本
系
の
テ
キ

ス
ト
で
は
な
い
か
」
と
神
鷹
徳
治
氏
が
推
測
し
て
い
る
が（
35
）、『
唐
詩
解
』
の
「
凡
例
」

に
は
、諸

家
詩
散
佚
汗
漫
、
廷
禮
之
選
、
已
無
遺
珠
。
故
是
編
悉
掇
『
品
彙
』
之
英
、

不
復
外
索
。
雖
盛
唐
諸
公
、
間
有
一
二
參
入
、
而
中
晚
及
初
、
一
無
采
焉
。
至

若
白
香
山
之
「
長
恨
歌
」、
搜
之
本
集
、
然
亦
寥
寥
無
幾
矣
。

と
見
え
、『
唐
詩
解
』
が
収
録
し
て
い
る
「
長
恨
歌
」
は
、
某
本
「
本
集
」（『
白

氏
文
集
』）
か
ら
採
録
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
羅
山
が
『
唐
詩
解
』
に
よ
っ
て

那
波
本
を
注
記
し
た
こ
と
は
、『
唐
詩
解
』
本
文
の
特
別
な
價
値
に
注
意
し
た
あ

ら
か
も
し
れ
な
い
。

表
五　

東
博
本
注
記
・
金
澤
本
・『
唐
詩
解
』
異
文
対
照

那
波
本

金
澤
本

『
唐
詩
解
』

東
博
本
注
記

長
恨
歌

御
宇
多
年
求
不
得

○
寓
○
○
○
○
○

○
○
十
○
○
○
○

　

宇
、
乍
寓
。

養
在
深
閨
人
未
識

○
○
○
窓
○
○
○

○
○
○
○
○
不
○

　

閨
、
窓
亻
。

回
眸
一
笑
百
媚
生

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

　
（
無
し
。）

承
歡
侍
宴
無
閒
暇

○
○
○
寢
○
○
○

○
○
○
寝
○
○
○

　

宴
、
寢
亻
。

君
王
掩
面
救
不
得

○
○
○
眼
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

　

面
、
眼
亻
。

夜
雨
聞
鈴
腸
断
聲

○
○
○
猿
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

　
（
無
し
。）

春
風
桃
李
花
開
夜

○
○
○
○
○
○
日

○
○
○
○
○
○
日

　

夜
、
月
亻
。



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
一
號

六
九

那
波
本

金
澤
本

『
唐
詩
解
』

東
博
本
注
記

西
宮
南
苑
多
秋
草

○
○
○
内
○
○
○

○
○
○
内
○
○
○

　

苑
、
內
亻
。

宮
葉
満
階
紅
不
掃

○
○
（
落
）
○
○
○
○
○

落
○
○
○
○
○
○

　

宮
、
落
亻
。

椒
房
阿
監
青
娥
老

○
○
○
○
○
蛾
○

○
○
○
○
○
○
○

　

娥
、
蛾
亻
。

遲
遲
鐘
鼓
初
長
夜

○
○
○
漏
○
○
○

○
○
○
漏
○
○
○

　

鼓
、
漏
。

翡
翠
衾
寒
誰
與
共

舊
枕
故
衾
○
○
○

舊
枕
故
衾
○
○
○

　

翡
翠
衾
寒
、
舊
枕
故
衾
。

山
在
虛
無
縹
緲
間

○
○
○
○
○
眇
○

○
○
○
○
○
○
○

　

緲
、
眇
亻
。

樓
閣
玲
瓏
五
雲
起

○
殿
○
○
○
○
○

○
殿
○
○
○
○
○

　

閣
、
殿
亻
。

中
有
一
人
字
玉
真

○
○
○
○
名
○
妃

○
○
○
○
名
太
○

　

字
、
名
亻
。

　

真
、
妃
亻
。

九
華
帳
裏
夢
中
驚

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
魂
○

　

中
、
魂
亻
。

雲
鬢
半
垂
新
睡
覚

○
○
○
偏
○
○
○

○
○
○
偏
○
○
○

　
（
無
し
。）

昭
陽
殿
里
恩
愛
絶

○
○
○
○
○
○
歇

○
○
○
○
○
○
歇

　

絕
、
歇
亻
。

回
頭
下
望
人
寰
處

○
○
○
視
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

　

望
、
視
亻
。

唯
將
舊
物
表
深
情

持
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

　

唯
、
空
亻
、
持
亻
。

釵
留
一
股
合
一
扇

○
○
○
鈷
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

　

股
、
亻
乍
鈷
。

但
令
心
似
金
鈿
堅

○
教
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

　
（
無
し
。）

此
恨
綿
綿
無
盡
期

○
○
○
○
○
絶
○

○
○
○
○
○
絶
○

　

盡
、
絶
亻
。

琵
琶
行

元
和
十
年

元
和
十
五
年
秋

元
和
十
年

　

十
、
五
亻
。

　

年
、
秋
亻
。

送
客

浦
口

送
客
至

浦
口

送
客

浦
口

　

客
、
至
亻
。

本
長
安
倡
女

本
是
長
安
倡
家
女

本
長
安
娼
女

　

本
、
是
亻
。

　

倡
、
家
亻
。

楓
葉
荻
花
秋
索
索

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
瑟
瑟

　

索
索
、
瑟
瑟
亻
。
半
紅
半
白
之
皃
。

尋
聲
闇
問
彈
者
誰

○
○
暗
○
○
○
○

○
○
暗
○
○
○
○

　
（
無
し
。）



林
羅
山
『
歌
行
露
雪
』
に
つ
い
て

七
〇

む
す
び
と
し
て

以
上
、
内
閣
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
林
羅
山
手
抄
の
『
歌
行
露
雪
』
に
つ
い
て
考

察
し
た
。『
歌
行
露
雪
』
の
内
容
は
、
禪
僧
の
英
甫
永
雄
か
ら
深
い
影
響
を
受
け

た
が
、「
宣
賢
抄
」
に
よ
っ
て
典
據
を
注
記
し
た
部
分
も
時
に
見
ら
れ
た
。
そ
れ

ら
の
注
記
は
、
永
雄
の
講
義
か
ら
聞
い
た
も
の
か
、
自
ら
「
宣
賢
抄
」
か
ら
写
し

た
も
の
か
、
明
ら
か
に
し
難
い
が
、
羅
山
の
學
問
は
早
く
か
ら
禪
林
と
博
士
家
と

の
二
系
統
の
内
容
を
含
ん
で
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

『
歌
行
露
雪
』
原
書
は
慶
長
元
年
（
１
５
９
６
）
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
慶
長
六
年
（
１
６
０
１
）
以
降
、
羅
山
に
よ
っ
て
書
き
添
え
ら
れ
た
内

容
も
相
當
存
在
し
て
い
る
。
特
に
那
波
本
『
白
氏
文
集
』
に
よ
っ
て
異
文
を
注
記

す
る
部
分
が
確
認
で
き
、
さ
ら
に
羅
山
手
校
の
東
博
本
を
加
え
て
考
察
し
て
み
た

と
こ
ろ
、
中
年
期
の
羅
山
が
『
白
氏
文
集
』
の
本
文
に
深
い
關
心
を
示
し
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
。

那
波
本

金
澤
本

『
唐
詩
解
』

東
博
本
注
記

似
訴
平
生
不
得
意

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
志

　
（
無
し
。）

輕

慢
捻
抹
復
挑

初
為
霓
裳
後
綠
腰

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
撥
○
○

○
○
○
○
○
六
么

　
（
無
し
。）

嘈
嘈
切
切
錯
雜
彈

○
○
竊
竊
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

　

切
切
、
作
竊
竊
。

幽
咽
泉
流
氷
下
灘

○
○
○
○
○
○
難

○
○
○
○
水
○
○

　

氷
、
作
水
。

　

灘
、
作
難
。

銀
瓶
乍
破
水
漿
迸

○
○
○
閇
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

　

乍
、
作
閉
。

曲
罷
曾
教
善
才
伏

○
○
○
○
○
○
○

○
○
常
○
○
○
服

　
（
無
し
。）

繞
船
月
明
江
水
寒

○
○
○
○
○
○
○

○
○
明
月
○
○
○

　
（
無
し
。）

相
逢
何
必
曾
相
識

○
悲
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

　

逢
、
悲
亻
。

潯
陽
小
處
無
音
樂

○
○
○
○
○
○
○

○
○
地
僻
○
○
○

　
（
無
し
。）

住
近

江
地
低
濕

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
底
○

　
（
無
し
。）

杜
鵑
啼
血
猿
哀
鳴

○
○
○
哭
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○

　

血
、
哭
亻
。

嘔
啞
嘲

難
為
聽

○
○
○
○
○
○
○

○
○

○
○
○
○

　
（
無
し
。）

滿
座
重
聞
皆
掩
泣

○
○
○
○
○
○
○

○
○
聞
之
○
○
○

　
（
無
し
。）



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
十
一
號

七
一

注（1
）
小
論
が
所
引
す
る
『
倒
痾
集
』
は
、『
室
町
ご
こ
ろ
：
中
世
文
學
資
料
集
』（
角
川

書
店
、
一
九
七
八
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
翻
刻
に
従
う
。
そ
の
翻
刻
は
建
仁
寺
両
足
院

所
蔵
本
を
底
本
に
用
い
、
東
京
大
學
史
料
編
纂
所
所
蔵
本
で
校
訂
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
2
）
佗
力
は
洛
下
他
力
に
作
る
。
門
下
之
家
は
門
下
に
作
る
。
少
年
は
好
少
年
に
作
る
。

東
山
は
東
而
に
作
る
。
遊
於
は
遊
に
作
る
。
孔
丘
之
治
学
は
孔
丘
治
学
に
作
る
。
茲
冬

之
仲
は
茲
冬
仲
に
作
る
。
以
見
示
予
は
見
示
予
に
作
る
。
開
而
、
二
字
無
し
。
和
尚
之

講
席
は
和
尚
講
席
に
作
る
。
反
相
は
又
相
に
作
り
、
誤
り
で
あ
る
。
幻
術
は
幻
術
等
に

作
る
。
各
無
所
欠
は
一
一
無
所
欠
に
作
る
。
現
于
は
顯
于
に
作
る
。
予
之
所
講
は
予
所

講
に
作
る
。
可
謂
異
曲
同
工
は
異
曲
而
同
工
也
に
作
る
。「
戲
賦
」
の
上
、「
不
孰
稱
美

之
」
の
一
文
あ
る
。
褒
焉
は
褒
之
に
作
る
。

（
3
）「
こ
の
詩
と
長
い
詞
書
と
が
そ
の
ま
ま
、
内
閣
文
庫
蔵
『
歌
行
露
雪
』
に
英
甫
自
筆

で
綴
じ
込
ま
れ
て
い
る
」
と
堀
川
貴
司
氏
が
斷
定
す
る
（
堀
川
貴
司
「『
倒
痾
集
』
に
つ

い
て
」、『
論
集
：
中
世
の
文
學
（
韻
文
篇
）』、
久
保
田
淳
編
、
明
治
書
院
、
一
九
九
四
、

頁
三
四
七
）。

（
4
）
伊
藤
東
慎
「
狂
歌
師
雄
長
老
と
若
狭
の
五
山
禪
僧
」、『
禪
文
化
研
究
所
紀
要
』
三
、

一
九
七
一
。

（
5
）
し
か
し
な
が
ら
、鈴
木
健
一
氏
が
「
文
禄
四
年
」
の
条
に
、「
英
甫
永
雄
の
許
へ
行
き
、

蔵
書
を
閲
覧
し
た
」
と
記
載
し
て
い
る
の
み
（
鈴
木
健
一
『
林
羅
山
年
譜
稿
』、
ぺ
り

か
ん
社
、
一
九
九
九
、
頁
一
一
）。

（
6
）
堀
勇
雄
『
林
羅
山
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
、
頁
二
〇
）・
鈴
木
健
一
『
林
羅

山
年
譜
稿
』（
頁
一
二
）
を
参
照
す
る
。

（
7
）『
水
心
集
』（『
四
部
叢
刊
』
本
）
巻
二
五
「
宋
廄
父
墓
誌
銘
」、「
家
居
或
盡
一
史
、

露
抄
雪
纂
、
踰
月
不
出
門
」。

（
8
）
蔭
木
英
雄
・
浜
田
啓
介
「『
倒
痾
集
』
解
題
」、『
室
町
ご
こ
ろ
：
中
世
文
學
資
料
集
』、

頁
五
六
〇
。

（
9
）『
古
文
真
寶
』
な
ど
の
刊
本
系
所
収
の
「
琵
琶
引
」
は
「
楓
葉
荻
花
秋
索
索
」
に
作

る
が
、
金
澤
本
は
「
楓
葉
荻
花
秋
瑟
瑟
」
に
作
る
。
英
甫
永
雄
の
作
品
（
⑧
⑭
）
に
は

「
索
索
」「
瑟
瑟
」
の
使
用
と
も
見
ら
れ
、
彼
が
讀
ん
だ
『
白
氏
文
集
』
に
は
抄
本
系
の

も
の
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
10
）
芳
賀
幸
四
郎
『
中
世
禅
林
の
学
問
お
よ
び
文
学
に
関
す
る
研
究
』、
思
文
閣
出
版
、

一
九
八
一
。

（
11
）蔭
木
英
雄「
五
山
文
学
に
お
け
る
白
居
易
の
受
容
」（『
白
居
易
研
究
講
座（
第
四
巻
）：

日
本
に
お
け
る
受
容
（
散
文
篇
）』、
勉
誠
社
、
一
九
九
四
、
頁
二
八
二
）、
ま
た
は
、

太
田
次
男「
白
居
易
と
道
林
禅
師
と
の
問
答
に
つ
い
て
」（「
成
田
山
仏
教
研
究
所
紀
要
」、

第
一
四
号
、
一
九
九
一
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
12
）
柳
田
征
司
「
抄
物
目
録
稿
（
原
典
漢
籍
集
類
の
部
）」（『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』、

二
〇
〇
四
年
第
九
期
）
を
参
照
す
る
。

（
13
）
小
論
は
引
用
す
る
京
大
本
は
、國
田
百
合
子
『
長
恨
歌
・
琵
琶
行
抄
』（
武
蔵
野
書
院
、

一
九
七
六
）
所
収
の
影
印
本
・
京
都
大
学
圖
書
館
が
公
開
す
る
「
長
恨
歌
並
琵
琶
行
秘

抄
」
画
像
に
従
う
。

（
14
）
大
塚
光
信
「「
長
恨
歌
・
琵
琶
行
抄
」
解
題
」、『
室
町
ご
こ
ろ
：
中
世
文
学
資
料
集
』、

頁
五
八
九
。

（
15
）
安
野
博
之
「
清
原
宣
賢
自
筆
『
長
恨
歌
・
琵
琶
行
抄
』
の
成
立
」、『
国
語
と
国
文
学
』、

二
〇
〇
三
年
第
一
二
期
。

（
16
）
安
野
博
之
「
清
原
宣
賢
自
筆
『
長
恨
歌
・
琵
琶
行
抄
』
の
成
立
」。

（
17
）
小
論
は
引
用
す
る
龍
門
本
は
『
阪
本
龍
門
文
庫
覆
製
叢
刊
』
本
（
龍
門
文
庫
、

一
九
六
二
）
に
従
う
。

（
18
）
今
中
寛
司
『
近
世
日
本
政
治
思
想
の
成
立
：
惺
窩
学
と
羅
山
学
』、
創
文
社
、

一
九
七
二
、
頁
一
六
二
。

（
19
）
堀
川
貴
司
「『
倒
痾
集
』
に
つ
い
て
」、
頁
三
五
〇
。

（
20
）『
歌
行
詩
』
は
「
室
町
末
期
の
写
、
慶
長
・
元
和
間
の
古
活
字
、
寛
永
・
慶
安
間
の

付
訓
整
板
本
等
が
存
す
る
」（
神
鷹
徳
治
『
歌
行
詩
解
題
』、
勉
誠
社
、
１
９
８
８
、
頁

4
）。

（
21
）
川
瀬
一
馬
「
清
原
宣
賢
筆
「
長
恨
歌
并
琵
琶
行
」
解
説
」（『
長
恨
歌
并
琵
琶
行
二
巻
』、

清
原
宣
賢
筆
、
白
居
易
作
、
龍
門
文
庫
、
一
九
六
二
、
頁
五
）。

（
22
）
川
瀬
一
馬
「
清
原
宣
賢
筆
「
長
恨
歌
并
琵
琶
行
」
解
説
」（
頁
六
）。

（
23
）
國
田
百
合
子
『
長
恨
歌
・
琵
琶
行
抄
』、
頁
二
一
四
。

（
24
）
近
藤
春
雄
『
長
恨
歌
・
琵
琶
行
の
研
究
』、
頁
一
三
一
―
一
三
二
。

（
25
）『
和
刻
本
中
國
古
逸
書
叢
刊
』
第
一
巻
、
金
程
宇
編
、
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
一
二
。

（
26
）
金
澤
本
『
白
氏
文
集
』
に
は
胡
粉
を
用
い
て
塗
抹
す
る
内
容
が
あ
り
、
括
弧
で
本

来
の
文
字
を
示
す
。

（
27
）
安
野
博
之
「
清
原
宣
賢
自
筆
『
長
恨
歌
・
琵
琶
行
抄
』
の
成
立
」。

（
28
）
服
部
宇
之
吉
氏
校
訂
『
増
註
三
體
詩
』、
冨
山
房
、
一
九
七
二
。
ま
た
、『
唐
詩
選

三
體
詩
総
合
索
引
』（
禅
文
化
研
究
所
編
、
一
九
九
一
）
を
参
照
す
る
。

（
29
）
近
藤
春
雄
『
林
羅
山
年
譜
稿
』、
頁
一
一
。

（
30
）
近
藤
春
雄
『
長
恨
歌
・
琵
琶
行
の
研
究
』、
頁
一
三
七
。

（
31
）
例
え
ば
、「
云
鬓
花
颜
金
步
摇
」
に
は
「
句
解
、
鬓
髪
如
雲
、
容

如
花
、
戴
金
步

搖
之
冠
」、「
春
從
春
遊
夜
專
夜
」
に
は
「
句
解
、春
則
隨
帝
遊
觀
、夜
則
專
房
」
と
あ
る
。

（
32
）
東
博
本
巻
二
・
巻
七
一
の
羅
山
の
手
記
は
現
存
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
影
冩
本
は

九
州
大
学
の
麻
生
文
庫
に
保
存
さ
れ
て
お
り
、
後
に
慶
應
義
塾
大
学
の
斯
道
文
庫
に
寄

託
さ
れ
て
い
る
。
神
田
喜
一
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
巻
二
の
手
記
に
は
、「
道
円
が
自
分
で



林
羅
山
『
歌
行
露
雪
』
に
つ
い
て

七
二

京
都
か
ら
江
戸
ま
で
こ
の
新
印
の
白
氏
文
集
を
持
っ
て
き
て
く
れ
た
の
で
、
公
務
の
暇

に
読
む
に
随
う
て
朱
で
句
読
を
つ
け
て
ゆ
く
が
、
今
日
は
そ
の
筆
下
し
の
日
で
あ
る
」、

「
そ
の
日
は
元
和
四
年
七
月
二
十
一
日
」
と
あ
る
（
神
田
喜
一
郎
「
林
羅
山
手
校
の
白

氏
文
集
」、『
東
京
国
立
博
物
館
研
究
誌
』、
東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
五
八
年
第
一
期
、

頁
一
二
）。

（
33
）
村
上
雅
孝
「
東
京
国
立
博
物
館
蔵
白
氏
文
集
林
羅
山
点
」（『
東
北
大
学
文
学
部
研

究
年
報
』、
一
九
九
三
、
頁
一
三
〇
）。

（
34
）
村
上
雅
孝
「
東
京
国
立
博
物
館
蔵
白
氏
文
集
林
羅
山
点
」（
頁
一
四
七
）。

（
35
）
神
鷹
徳
治
「『
源
氏
物
語
』
と
『
唐
詩
解
』」、『
ア
ジ
ア
遊
学
』、
第
一
一
六
期
、

二
〇
〇
八
、
頁
六
七
。

（
立
命
館
大
學
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
硏
究
所
客
員
硏
究
員
）


